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岩 波 誊 


I 


f お 


吟詠 流行し、 十五 世紀から は宗敎 詩も發 達し、 チ ャ ン，. ティ ー • ダ ー ス (cha^ultl  Drls) はラ ー ダ ー とク リシ ュ ナ 犬との 

神聖なる 愛情 を 讚美し、 ム クンダ • ラ一ム (Mukunda  Ram) は 女神 チ ャ ン.、 テ ィ 1 (chal.HJi=Durg5- シ. ゥ ァ H< 妃) を 

頸 讚して チヤ ンデ ィ ー • マン ガル (cllal:I^-Mangal) を 著した (一 五八 九)。 其 他 熱烈なる 宗 敎家チ ャ イタ ニヤ (cllai- 

tanya  1486-1534)、 ラ ー ム • プ ラ サ ー ド CRrlm  prass-d  1718-1775)、 ラモ ー ハン. ロイ (Ramohan  Boy  1774—1833) 

等の 名 もべ ン ガル 文學と 密接に 關 係す るが、 十九 世紀より は 前述の 如く 夥多の サン スクリ ッ ト 要素 を 含む 文 ifisi の發 

達を來 し、 一方に は その 弊を错 めんと する 有識者の 運動 も 起った。 就中 現代 ベンガル 文學に 光彩 を 添へ る ものと して 

ラビンドラ ナ ー ト • タゴ， I ル (Rabindranath  Tagore) の 詩 名 は 世界 文壇に 轟いて ゐる。 ナ I ガリ ー 文字 系に 屬 する 

ベンガル 文字 は 十 一 骨紀に 成立し、 今日 一 般に 使用 せられて ゐ るが、 前記の 文章語 中に 借用され るサ ン スクリ ッ ト舉 

語 は 古來の 綴字 を 踏襲し つ \、 而も その 發昔は 之に 副 はす、. 學習者 をして 常に 困惑せ しめて ゐる。 

4 フッサ ム語 (Assamese) 

大體に 於て ァ "サム 豁谷を その 領域と し、 使用者 總數約 百 四十 五 萬、 西方の ベ ン ガル 語 を 除いて は インド • ァリャ 

ン 語と 隣接して ゐな いが、 異 系統の 言語より 受けた 影響 は 多くない。 言語 的に は ベンガル 語に 最も 近く、 方 一 W の^は 

さまで 著しから す、 標準 形 は 東部 方言 群に 屬し、 文章語と 云へ どもべ ン ガル 文章語の 如く サン スクリ ツ ト 化されて ゐ 

ない。 詩に 劇に 固有の 文 學は數 百年の 傳統を 有し、 學術 書と して は醫 法に 關 する もの 多く、 また 特に 歷史文 獻の發 達 

を 誇って ゐる。 文字 は 上述の ベ ン ガル 文字と 大差ない。 

第一章 インド. イラン 語  一七 


印度 一 百 語の 系統  一 / 

五、 中部 支 派 

し 東部 ヒ ンデ ィ ー 語 (Eastern  Hindi、。 

西方 は 西部 ヒン ディ， に、 東方 はビハ ー リ ー 語. オリ ャ ー 語に 接して 北より 南に 延び、 北 は 東部 パ ハ ー リ I 語 

、ー ネパ ー ル語) に、 南 は マラ ー ティ ー 語に 限られ、 使用者 總數約 二 干 四百 五十 萬を算 する。 その 位置の 示す 如く 言 

語 的に も 東西に 隣接す る インド • ァリ ヤン 諸 語と 部分的 共通 點を 示して ゐる。 方言 を 大別して 三種と し、 往古 ラ ー マ 

王子 (Rima) の 首都であった ァ ョ ー デ ィャ ー (Ayodhy ゆ) の 名 を 負 ふ 現今の ァ ウド (〇5Jh) 地方に 行 はれる ァヮ， 、テ ィ ー 

0  (Awadhi) 最も 重要で、 その 南方に バゲ ー リ ー 語 及び チヤ ッ ティ ー ス ガル ヒ ー 語 (chattlsgarhi) の 二方 

言が ある。 北部 印度の 聖書と も 云 ふべ き トウ ラシ ー • ダ ー ス (TLllasi  D き 153211623) のラ ー ム. チヤ リット. マ， I ナ 

ス (B ま n-carit,manasr 羅摩 所行の 湖」) はァヮ ー ディ ー 語で 書かれ、 北 印 九 干 萬 人の 愛唱す る 所と なり、 その 宗敎 思想- 

日常 道德の 規矩と なった リ尙 之より 少しく 古く 十六 世紀の 中葉に は 囘敎徒 マリ" ク • ム ハ マ ッド (Malik  MAllmllgad) 

が 口 マ ン ティ ック にして 折：： 學的 含蓄 を 兼ねる パ ドウ マ ー ヮ ティ (padumawati) を 著して 名を殘 して ゐる。 東^,ロ-ヒ ン ーフ ィ 

1 語 は 一般に ナ.' ガリ ー 文字 を 使用す る。 

2: 西部 ヒ ン，、 テ ィ ー 語 (western  Hindi) 

東部 ヒ ンデ ィ ー 語の 西、 ラ ー ヂ ヤス タ ー 二 ー 語の 東、 ガ ンヂス 河と ヂ ャ ム ナ ー 河と に はさま， W た e-JBlH ド ー つ ー ブ 


(umb) 地. ち 往昔 婆 雑 門 文化の 中 fel と 目され た中國 地方 (Madhyade か a) に擴 り、 西北 はパ ンヂ ャ ー ブ 地方の i 部 

に 及び 使用 總數約 三 干 八 .Kz 萬に 及ぶ。 方言と して はヒ ンド ス々 ー 二 ー 語の 外 叫 種の^ ありと せられる が、 その 巾： f 取 

も 重？ なの は マツ トラ OMUttl.a 古名 Matlim お を 中心とする ブ ラヂ ュ . バ —シャ CBl.nj  slasha  or  Blrakllrl) で 

七 t 八 卜 iEf 人の 使^者 を 有する。 マ ト ゥ ラ I は嘗 つて ィ ンド • ァリ ャ ン 文化の 一 屮心 をな し、 且つ クリ シ ュ ナ人成 .：^{ 

の 地と 傅 へられ、 n 十く より ク リシ ュ ナ-大 文學、 殊に マトゥラ ー の牧 女に 園 まれて 嬉戯す る その 幼時 を 主題と する { (小敎 

詩が 發 達した。 就屮ァ クバ ル 大帝の 治下、 ト六 *1 紀の屮 葉に 屮ゾ じた 盲目 詩人 ス I ル .ダー ス (sar  Das) の 名 最も 聞え 

てゐ る。 彼の 後 繼者中 は 取 も 有名な のはサ ッ ト サイ，' (sat-sai 「七 百 頌」) を 著した ビ ハ ー リ I  . ラ ー ル (BiMri  L み 1 1 

七 世紀の 前 牛) である。 

次にヒ ンド ー ス ター -1 1;^!^  (Hind5st.;in,l) は 西部 ヒ ンデ ィ， ー 語の 一 方言の 意味に 於て はガ ン、、 チ ス河ド ー ァ ー ブ の 上 

部 地方 •  1 ヒル カン ド 地方 及び パ ンヂ ャ ー ブ 内の 東部 ァ ンバ ラ 地方に 行 はれる もの を 指し、 その 隣接地に 於て はパ 

ンヂ ャ ー ブ； に 融合して ゐる。 しかし 普通に はヒ ンド ー スタ ー 二 ー の 名の 下に 全 印度 特に ヒ ンド ス タ ン 地方の 共通； せ 

(lingua  franca) が 意味され てゐ る。 孤し この 名 は 近世 歐洲 人の 使用し 始めた ものである。 一般に 行 はれて ゐる假 151!^ 

によれば、 ガン ヂス： EK— ァ ー ブ の 上部 地方 及び 西部 1 ヒ ルカン ド 地方の 方言 を 基礎と し、 ヂ ー リ 宮廷 附 屬のバ ザ 

I に 酸 成せられ、 モゴ ル帝國 の 官吏 • 軍人に よって 全 印度に 波及せ しめられ たと 云 ふ。 然し か、 る說明 はこの 一 火 共 

通；^^iの成立を言語的 • 地理 的. 史的に 遺憾な く 了解せ しむる に は 困難で あり、 比較的 近代に 屬 する 現象なる に拘ら 

す 未だ この 興味 ある 言語 問题は 完全な 解決に 達して ゐ ない。 共通 ヒ ンド I ス々 ー 二 ー にも 數 極の 別が 生じて ゐ る。 デ 

ゾぉ 一章 インド. イラン 語  一九 


印度 言語の 系統  二 〇 

カン 地方の 囘敎 徒の 用 ひる もの はダキ 二 1 CDaldlini) と稱 し、 次に 說くゥ ルド ゥ 1- ほど ペルシャ 語 系の 借用 語 を 含ま 

す、 文法的に も その 特徵を もって ゐる。 ペルシャ 語 (及び ァラ ビヤ 語) の 單語を 無制限に 借用し、 ペルシャ 文字に て 

書かれ、 主として 西部 ヒ ンド スタン 地方に 於て 囘敎徒 並に その 影響 下に ある ヒンド ゥ ー 敎 徒によ つて 使用 せられる も 

の は ウル ドウ ー (urdii 「元. 來 軍用 バザ ー の 言語」) と稱 せられる。 ウル ドウ ー 文學は 初め 、デカン 地方に 起り、 r レ ー ク 

タの 父」 と 呼ばれる ヮリ ー (wali  of  Aurang^Jb^d  ca. 1C80-1720) を 首 斑と する 詩人の 一 群に 培 はれ、 次いで その 

中心 をデ ー リに 移した。 また 十八せ 紀の 中葉より は ラタ ナウ を 中心として 有力なる 詩人の 一派が 興起した。 レ 1- クタ 

(E51dlta) と は 詩文に 用 ひる ウル ド ゥ ー 語の 一 形で、 ウル ドウ ー 詩文の 特徵 は範を 全くべ ルシ ャ文學 に 仰ぎ、 韻律 法 

まで も 之に 倣 ふに ある。 散文 文獻も 英國の 治下 十九 世紀の 始 より カル 力 " タを 中心として その 發達を 見る に 至った。 

上述の 如く ウル ド ゥ ー 語が 徹頭徹尾べ ルシ ャ 語の 桎槐 にせん する に 反し、 その 語彙より ベ ルシ ャ語 系單語 を驅逐 して 

インド. ァリャ ン語 系の もの を 代用 せんとす る 企 圖はラ ツル ー • ラ 1- ル (Lallii  L§J) のプレ ー ム • サ ー ガル (P1 ふ m 

S§.gar 「戀 愛の 海」 一 八 〇 九 年) によって 成功した。 こ- -に 始めて ヒン ドウ ー 敎 徒の 要求が 滿 され、 全 ヒンドスタンに 亙 

つて 散文 形の 標準と なった。 ゥ ルド ゥ ー 語に 對し 普通 之 を 單にヒ ンデ ィ ー 語 (Hindi  or  High  windi) と 呼び、 璺富 

なる 文獻が 存在して ゐる。 但し この ヒ ンデ ィ ー 語 も 次第に サン ス タリ ッ ト 語よりの 借用 語を增 加し 一 部の 識者の 憂 ふ 

る 所と なって ゐ る。 

a パ ンヂ ャ ー ブ語 (panjabi) 


大體に 於て 中部 及び 東部 パ ンヂ ャ ー ブに擴 つて ゐ るが、 後者の 一 部 は 西部 ヒ ンヂ ィ 1 語の 領域と なって ゐる。 西方 

は ラフ ンダ ー 語と 接觸 し、 その 境界 は 前述の 如く 不明瞭で ある" 使用者 總數約 干 三百 萬に 近く、 巾 部 支 派に 屬 する 諮 

語中サ ンス タリ " ト； 及びべ ル シ ャ 語の 影響 を 蒙る こと 最も 少ぃ。 方言 は 大別して 標準 形と ド ー ダリ ー 方 一一：： n  csgri) 

とに 分ち、 前者 は 中部 パン ヂャ ー ブ 平原 地方に 擴り、 アム リッツ アル を 中心として 用 ひられる もの を純粹 形と する。 

文字 は 固有の ランダ I 文字 (ラフ ンダ ー 詰 及び シン ディ ー 語參 照) が 行 はれて ゐ たが、 十六 世紀の 中葉より-之 を 改良して 

グ ルムキ ー 文字 (Gusmuldli) を 作り、 シ ツ ク敎 聖典 を 書く に 使用した」 然し 囘敎徒 は 一般にべ ルシ ャ 文字 を 川 ひて 

ゐる。 ド— グリ ー 方言 は 北方の ヂ ヤン ム ー 地方 (Jamm ち に 屬し檫 準 形と 大差ない が 名詞の 變 化に 特徵を 示し、 語 立 (お 

は ラフ ンダ ー 語 及び カシ ュ ミ ー ル 語の 影響 を 受けて ゐる。 文字 は ランダ ー 文字に 類し、 タツ カリ ー (Takkari) と稱せ 

られ る。 パ ンヂ ャ ー ブ文學 は 通俗 叙事詩 を 主と し、 材を 古來の 英雄 譚に 取って ゐる。 シ ッ ク敎の 聖典 Gldi-grantha) 

は 同 敎の敎 父 アル ヂ ュ ナ (Guru  Arjlsa) の 時 (1581-16040 に 結集され たもので、 かの 有名なる カビ ー ル (Kablr) の 

作詩 を も 含み、 前記の グ ルムキ ー 文字 を もって 書かれて ゐ るが、 その 言語 は 大部分 古代 ヒン ディ ー; せ： i で、 讚美歌の 一 

部の みパ ンヂ ャ ー ブ語を 用ひパ ンヂ ャ ー ブ文學 最古の 文 獻に屬 して ゐる。 

4 グ ヂ ャラ ー ティ. I 語 (GU  jal.5,ti)  . 

大體に 於て グヂ ャ ラ ツ ト 及び バ ダ 地方 を その 領域と し、 使用者 總數約 一 千 萬に 及ぶ。 言語 的に は 北方に 隣接す る 

ラ I ヂ ヤス タ I  二 ー 語に 最も 近く、 十五 世紀に 於ても 尙マ ルヮ ー ル (ラ ー ヂ ヤス タ ー 一 1 1 語の 領域) とグヂ ャ ラット との 

策 一章 インド • イラン 語  ニー 


印度 言語の 系統  一一 一一 

言語 は 判然たる 區 別 を 示さなかった。 西方 はビ ー リ ー 語 及び 力！ ンヂ 1 シ— 語に 接し、 南方 は マラ ー ティ ー 語に 境し、 

また 西北 方シ ンデ ィ ー;^iiに屬するカ ツ チ ー 方言 (wacchi) と 隣る 地方に はラ ー ヂ ャ ス タ ー ナ 及び グヂ ャ ラ 、" ト よりの 

移， お 多くして 互に 單 語の 借用 を 行って ゐる。 眞の 方言 的 i5i 別は發 達せす 唯敎 養の 有無に より 用語 も異 り、 その 差 は 主 

として 發 昔に 關 係す る。 グヂ ャ ラ " トの地 は古來 幾多の 民族の 集合 , 離散 • 混合した 所で、 その 名 は 西暦 六 世紀 匈奴 

OESna) と共に 印度へ 侵入した グルヂ ャ ラ人 (Gumjara  or  Giijar) に 負って ゐる。 この 地の 言語 は 中古 ィ ンド • ァリ 

ャ ン語の 一 證 ァパ ブラ ン シ ャ 語 a が 四節參 照〕 の發 達に 寄與 する 所が あり、 文獻は 十四 世紀に 溯る。 ヂ ャ イナ 敎徒 及び 

八 世紀に イラン 地方から 移住して 來たパ ー ルシ ー 敎 徒の 乎に より 夙に 文學的 活動が IS 始 され、 ヒ ンド ゥ ー 敎 系の 文 學 

はナ ラシ ンハ. メへ ト (Narasinlla  selleto  1415-1481) のク リシ ュ ナ天 讚歌に 始 つて ゐる。 現代に 於ても 散文に 詩文 

にグヂ ャ ラ 1 'テ ィ ー 文 學の量 は 決して 少しと しない。 文字 は嘗 つて ナ ー ガリ ー 文字 を 使用した が、 今 は 印刷^と して 

一 般に カイ テ ィ ー 文字が 行 はれる。 

5.  f リ ー 語 (Bllui) 及び 力 ー ン ヂ ー シ ー 語 (£1 ば ld§s 

グ、 チ ャ ラ ー テ ィ ー 語と ラ ー ヂ ヤス タ ー 二 ll^i との 領域の 中 問に 介在して 言語 的に も 密接に 關 係し、 南方 は 之 等 雨 語 

と共に マラ ー ティ ー 語に 接して ゐる。 ビ ー ル 人の 使用す るビ ー リ ー 語 はァヂ ュ メルより サト プラ山 脈. ^一にに り グ 

ヂャラ ー テ ィ 1- 語の 東部 方言と 稱 しても 不當 でない。 力 ー ンデ ー シ ー 語 は その 南方の カン デ，. シ ュ 地方 を 占めて マ ラ 

1 テ ィ ー 語の 影響 を 示して ゐる" 使用者 總數は 夫.' 一 一 百 七十 萬 及び 百 一 一十 萬と 稱 せられる。 兩 語と も顯 著なる 方 曾 的 


g 別 を發逮 せしめす、 文化程度低き部族の言；^|で」して文學を有しなぃ。 唯ビ I リ丄土 5 の 使用者が 遠く オリ ， ゾサ 地方、 

ミドナプル 地方、 又 北方。 ハン ヂャ 1- ブ 地方まで 散在して ゐ るの は 注目に 値する。 

6. ラ ー ヂ ヤス タ ー 二 (さ； IJn-stllilnr- 

所 li ラ ー ヂ ャ ス タ I ナ 地方 卽ちラ I ヂ ュ ブタ I ナ州 及び 屮央 印度 州の 西部に 摘り、 東 は 西部 ヒ ンデ ィ ー;^!叫に接し、 

两 南はビ ー リ ー;^^i  . グヂ ャ ラ 1 'テ ィ 丄^^叫と速る。 使用者 總數約 千 六- rE 三十 离に 達し、 多数の 方言 は 概略 叫 種の 方言 群 

に， 分 たれる。 その 中 最も 重 なの は 西部 ラ ー ヂ ュ プタ ー ナを屮 心と して 行 はれる マ ー ルヮ I リ ー;:,:i  (Marw5,ri 使用者 

約，； ハ百^ 人) で、 旣に 一一 言せ る 如く 之と ラ，' ヂャ ス ター ー1 l;^^iとは頗る密接な關係にぁり、 十五 抵紀 に屬 する 文學 作品 

に關 して は 古代 マ ー ルヮ ー リ ー 語と 稱 しても 古代 グヂ ャ ラ ー テ ィ ー 語と 稱 しても 差 支へ ない ほどで ある。 尙マ ー ルヮ 

1 リ は 间 有の 领域 以外 印度の 到る 處に 使用者 を 有して ゐる 。グヂ ャ ラ ッ トに その 名を與 へ たグ ルヂャ ラ人は 現今 

のラ ー ヂ ュ プタ ー ナ 地方に 勢力 を 獲得し、 その上 3^ 階級 は クシ ャ トリ ャ族 (刹 帝 利 族) と 認められ て ラ ー ヂ ュ プ ー ト 

(rspflt  A  K ど aputra  H- 子の 義) と稱 せられた が、 下 階級 は 依然として 遊牧に 從：^ して グ ー 、チ ャ ル (Gfljar  <  Gur- 

jara) なる^ 級 (Cast9) を 形成した。 パ ンヂ ャ ー ブに行 はれる ラ 1- ヂ ヤス タ ー 二 ー 語の 一 方言 グヂ ャ リ ー 語 (GujariJ 

の 名 も 亦 この：^ 族の 移動の 跡 を 語る ものである。 文學：^！叫としては マ ー ルヮ， 'リ 最も 顯れ てゐ るが、 その他の 方言 

で 書かれた 文 獻も璺 富に 存在し、 特に ラ ー ヂュプ 、ット 王侯の 武勇 譚を： 謳った 歷 史的 歌 謠 多く、 ヂャ イナ 敎 徒の 手に な 

つた 物？ ^2 文 學も少 くない。 マル ヮ ー ル 詩人 は 往々 西部 ヒン 、、ティ ー;^^i の 古體を 使^した が、 之 を ピン ガル. 語 (pingal) 

^一^ インド. イラン 詰  二 三 
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二 四 

-I. ディン ガル 語 SI 卽ち本 來のマ I ルヮ I リ 1 語 慕と M する。 文 f に は 普通の T ガリ，. 文字 

使用す る も、 曰 常用と して は マ T デ rT 文字 a 卽 ちきの ラン f 文字に 類す る 謹の 霊が.： 


六， 北部 支 派。 パヽノ  —リ I 語 (pah ま. i)。 

。ハ ハ I リ J 語と は 「山岳 地方の 言語」 の 意味で、 ヒ マ ラャ 山系に 沿 ひ 東 はネパ I ル より 西 は 所謂 サパ I ダラ クシ ャ 

IMalakf の 丘陵 地方に 行 はれる インド. ァリ ヤン 語の 總稱 として 用 ひられ、 之 を 大別して 東部. 中部. 西部 パ 

ハ I リ Jf する。 元來こ Q 地方 はチべ ビ ルマ 語族の 領域で、 更に それ 以前に はム ン f 語が 行 はれて ゐ たと 

思 はれる。 從っ てこの 地方の インド. ァリ ヤン 語は歷 史的 事件に 附隨 して 移植せられ たもので、 パハ ー リ I 語が ラ I 

ヲ ヤス タ，' 二 ー 語と 密接に 關係 する 所以 もこ., にある。 

東部 パ パ I リ J 語 はネパ I ル國に 用 ひられる 故に ネム i  J 語 (Nfli) 或は ナイ。 ハ 1リ JSNail) とも 稱せ 

られ る。 但し ネ。 マル 國の塞 慕 は 寧ろ チべ . ト . ビルマ 語で、 其內 最も 屬 なる 个ヮ 1 リ J 語 11 は 上 

f の ネ，. パ I リ ー 語と 同じく 國 名に 由 來 する 稱呼 である。 十六 世紀に 西方から 移って 來たラ ー ヂュプ I ト族 及び カス 

族 は ゴ1 ルカ 1 を 占領し、 次いで 全ネ。 マル を 支配す る 現在の ゴ1 ルやリ 1 王朝の 基礎 成る に 及、 び (一七 六 八)、 ラ 

1、 チヤ スタ丄 1語と カス 族 Q 言語との 混合 形 を官廷 語に 採用した。 故に 東部 パ マリ I 語 は カス • クラ I  (£ 琴 


kurfi 「カス 族の 一 百 語」) 或は ゴ ー ルカ I リ ー 語 (G51.1dlali  、一  とも 稱 せられる。 大いに チべ 、ッ ト. ビル マ 語の 影響 を 受け、 

多數の 方言に 分れて ゐ るが 未だ 精密な 調査 は 遂げられす、 印度 言語 調査の 擧 げた 數字は 英領， 2： に 住居す るネパ I ル人 

に關 する ものである。 一般に ナ ー ガリ ー 文字 を 使用し、 文 學には 特筆すべき ものがない。 然し ネパ ー ルは古 來佛敎 文 

學の發 達に 重要なる 位 S を 占め、 現今 も 貴重なる 佛敎 文獻を 多量に 保存して ゐる こと は 注目に 恤 する。 

次に 中部 パ ハ ー リ ー; 語 は 東部 サパ 1 ダ ラタシ ャ 地方 卽ちク マ ゥ ン 及び ガル フワ ルに用 ひられ (使用者 約- rn 十 ず2 人)、 

西部。 ハ ハ —リ 丄諧 は. 西部 サパ —ダラ クシ ャ 地方 卽ちシ ム ラを 中心とする 丘陵 地方に 行 はれる (使用者 約 八十 五ず：： 人 )-- 

之 等 は 前述の カス 族 及び グルヂ ャ ラ 族の 占據 した 地方で、 歷 史的に はラ ー ヂ ュ プタ ー ナ 地方と 密接に 關 係し、 從 つて 

言語 的に もラ ー ヂャ スタ I  二 ー 語と 緊密な 間にある。 幾多の 方言に 分れて ゐ るが 文學の 發逹 なく、 西部 パ ハ I リ ー 語 

は。 ハ ンヂ ャ 1- ブ の. ト ー グリ ー 方言と 同じく タ ツ カリ ー 文字 を 使用して ゐる。 

七、 シン ハリ ー ズ語 (Singhalese)  . 

セィ ン 島の 南部に 用 ひられ、 使用者 約 三百 萬 人卽ち 全島 人口の 三分の 二に 及んで ゐる。 印度 半島 以外に インド • 

ァリ ヤン 語が 移植され た 最古の もので、 傳說 によれば 西暦 前 第一 千年紀の 中葉に 溯る とされて ゐる" 又 西 i? 前 三 世紀 

に は 阿育 王 (A^oka) の 子 マ ヒンダ (Mallillda 摩 晒陀) が師 子洲卽 ちセィ c! ン 島へ 佛 敎を傳 へたと 云 ひ、 且つ 小 乘佛敎 

のパ ー リ語 聖典 もこ に 現存の 體裁を 整へ、 セィ ン島は 今日 も 尙小乘 佛敎の 一 大 中心 をな して ゐる。 然し 11： 鳥 は 元 

來ド ラヴ イダ 語の 領域で 現在に 於いても その 北半に は タミル 語が 用 ひられて ゐる。 從 つて シ ン ハリ ー ズ語は 一 方に ド 

笫 一章 インド. イラン 語.  二 五 
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ラヴ イダ 語の 影響 を 受け、 他方に は 範をパ I リ語に 仰ぎ、 その 結果 他の 現代 インド • ァリ ヤン 語と は 音韻組織 • 動！！ 

變化等 を 著しく 異にする。 古典語 を H 1 ル (w  一  U) と稱 し、 H ル文學 は 1= んど 全く 佛敎 的で、 嘗 つて は 古代 シ ンハリ 1 

ズ 語の 註釋書 (Atthakatl>) が 存在した と傳へ るが 現存の もの は 十一 一世紀に 溯り 得る のみで ある。 詩文 學の 最盛期 は 

十五 世紀に 屬し、 シ ユリ ー • ラ， I フラ. テラ (^ri  imiiula  Thera 生地に 因んで 普通 Totag.amuva と稱 す) の 名 最も 

顯 れてゐ る。 但し 題材 様式 共に サン スクリ .V ト文學 の 模倣に 終始して ゐる。 その他の 學術 書と して 特筆す ベ きはヴ - 

、、テ ハ • テラ cv^edeln  Thera) の著シ ダット. サ ン ガ ラ 1 (sidat-sang.ars- 十三 世紀) と 呼ぶ 文法書で シン ハリ ー ズ語 

に對 する 最高 權 威と 仰がれて ゐる。 文字 は 所謂 r 。ハ ー リ 文字」 系に 屬 する セィ ン 文字 を 用 ひ、 最近に 至り 近代 シ ン 

ハリ ー ズ 語で 書かれた 通俗 文學の 興起 を 見て ゐる。 

以上 印度 及び セ イロ ン 島に 用 ひられる 現代 インド • ァリ ヤン 諸 語に 關 して 略述した が、 之 等 多數の 言語 或は 方言の 

間に 認 むべ き 親緣關 係の 程度に も 種々 なる 差別 ある は 勿論で ある。 この 問題に 關 して 詳論す るに は 各 語の 文法 及び 語 

彙に對 する 専門的知識 を 必要と する 故、 上に は あらゆる 假說を 避け、 た ^ 著しき 親密 關係を 有する ものに ついての み 

注意した) 卽ち ダル ディック 支 派 並に 西北 部 支 派 は备. '特徴 ある 一 群 をな しつ 、も、 後者に 屬 する ラフ ンダ ー 語 は 前者 

と 類似 點を 示し、 他方に はパ ンヂ ャ ー ブ 語に 對 して 明確な 境界 を 有しない。 グヂ ャ ラ— テ ィ ー 語 は マラ ー テ ィ ー 語と 

一 脈 相 通じつ その 古署に 於いて は 古代 ラ ー ヂ ヤス タ，' 二 ー語と殆んど一?^別なく、 ビ ー リ ー 語 • 力 ー ンデ ー シ ー 語と 

共に 一 群 をな し、 且つ パハ ー リ— 諸 語 も その 一 支 分に 過ぎぬ こと は歷 史的 事實 によって 裏書され る。 中 4- 部に 於いて 


西部 ヒ ン、 チ ィ ー;^^叫は强く^1:に影饗を與へ てゐ るが、 現代 印度の 大 共通語 ヒ ンド ー スク ー 二 ー; おに はパ ンヂ ャ ーブ？^g 

の 要素 を認 むべ く、 東部 ヒ ンデ ィ ー:^s の 勢力 は 略.' ベ ナ レス の經 度に 至って 太み、 それより 東方 ビ ハ ー リ ー;^^i  • オリ 

ャ . ベ ンガ ル：^!i  • ァ ッ サ ム ：^1.^ょりなる東部支派は發昔に文法に特-徴ぁる 一 群 をな して ゐる。 夙に 派出した セ ィ 口 

ン，： ：i9 のシ ン ハ リ ーズ：^1叫を训にすれば、 ィ ンド ニノ リャ ン； の 領域 は 印度 半島の 北部 • 中部に-^^っ て問斷なく連ぃ^2し、 

ョ ー p ツバ に 於け る n マ ン スss;^^iの如き分散狀態を示さたぃ。 唯 半島 以外に 派出して アジ ャ 及び ョ ー n ツバ に！！ され、 

特 列な 變遷を 遂げた ものに ヂプ シ ー 語 (CHPSy  lang.uag.e,  Zigeunerspraclie, le  tsigane) が ある。 ペルシャ ニノ ルメ 

二 ャを經 て 西部 ョ ー P  。ハ まで 遍歴した 放浪の 民の 言語と して 注目せられ るが、 その 起源 は 印度の 西北 部に 屬 した 方 

言なる ベく、 西膀 五れ 紀頃 分派した ものと 考 へられる。 その 通路に 於いて 接觸 した 諸國； 諳の 要素 殊に 單： を吸收 して 

獨特の Si 截を 作り、 叉 音韻 變 化に 關 しても ョ， '口 ツバの ヂプシ 1-； ほ： i と アジ ャの ヂプシ ー 語と は 同じで ない。 アル メニ 

ャに 於け る ヂプシ ー 語の 文法 は 全く アル メ  二 ャ 語の それに 從 つて ゐる。 

グリャ ソン 博士の 印度 言語 調査 は 世界に 誇るべき 成績 を擧 げたが、 更に 一 歩 をす、 めて 現代に 於け る 言 J^i 地理 學の 

硏 究をト 分に 參^ し、 ョ—  ッ パ諸國 の 言語 地 岡に 倣 ひ (兹に は J  Gilli61.0u,  K.  Jaberg,  J.  Jud,  F.  Wrede の 名 

を舉 ぐるに，^ める)、 「印度 言語 地 圖」 の 作成に 向 はれん こと 切望に 堪 へぬ 次第で ある。 その 必要 は フランス の-チュ一 

ル  •  ブ  ^1  ,v ク敎授 もカ說 せる 所で、 か る 研究の 進 涉に從 ひ、 方言 特徴 線 (isogloss.line:- の 分布 を 如 實に觀 "お 6 して こ 

そ 各 sii^ の 親緣關 係が 判然とな るので ある。 . 

第 H ゆ インド • イラン 語  二 七 
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近代 諸 語 は當然 中古 インド • ァリ ヤン 語の 連續 で、 言語 學 的に は 何等の 間隙 を も 許さない。 然し 個々 の 近代 語に つ 

きその 系統 を 究め、 特定の 中古 インド • ァリ ヤン 語と 歷 史的に 連結す る こと は 極めて 困難で ある。 勿論 中古 語から 組 

織 的に 近代 諸 語 を 誘導 せんとす る 說明法 も 行 はれて ゐ るが、 仔細に 檢 すれば 多くの場合 單 なる 假說 たるに 止まり、 有 

力なる 専門家の 全般的 承認と 支持と を 得て ゐ ない。 これ 實に 印度 特有の 言語 史と 吾人の 有する 研究資料の 性質と によ 

る ものであるから、 以下 節 を 改めて 古代 及び 中古 インド • ァリ ヤン 語に 就いて 述べる ことと する。 

第三 節 古代 インド • ァリ ヤン 語 

古代 インド • ァリ ヤン 語 を總稱 して サン スクリ ッ ト語 (= 梵語) と 呼び、 その 古 暦をヴ - 1 ダ語 (vedic  or  .vedic 

Sanskrit/ 新曆を 古典 サ ンスク リツ ト語 (classical  Sanskrit) 或は 單にサ ンスク リツ ト 語と 云 ふ。 印度に 於け るィ ン 

ド • ァリ ヤン 語の 歷史は 偉大なる 宗敎 文學ヴ ェ ー ダの 言語 卽ちヴ - 1 ダ 語から 出發 する が、 これ は 印度 土着の 言語で 

はない。 ァフガ 一一 スタンより 印度の 西北 部パ ンヂャ I ブ 地方へ 侵入した インド • ァリ ヤン 人の 言語なる こと は語學 

的 • 歷 史的 事情に 徵 して 最早 疑 を容れ ぬ。 但し その 年代に 關 して 不動の 斷案を 下す に 足る 憑 據を缺 いて ゐる。 あら ゆ 

る 保留 を附 しつ >  メゾ： ト • ァリ ヤン 語の 印度 移入 年代 を 西暦 前 第一 一 千年紀の 前半と 假定 すれば、 それ 以前の 歷史は 印 

度 外に 屬 する ことと なる。 一 方ぺ ルシャ に 起った ゾ ri ァス タ ー 敎の 聖典 ァヴ - ス タの 言語 (Avestic) 及び ァケメ  二 

ャ 朝の 楔形文字 碑文の 言語 (old  Persian) はと もに ヴ ュ ー ダ 語と 著しき 共通 點を 示し、 且つ 印度に 於け るヴ ュ 1- ダと 

イラ ンに 於け るァヴ ス タとを 比較す る 時、 嘗 つて 言語 • 宗敎 • 文化 を 共通に し 自ら ァ リ ヤン 人 (Sanskrit  a-l.ya-, 

Avestic  airya-.  Old  Pers.  ariyor) と稱 した 民族の 存在 を假定 せざる を 得ぬ。 比較 文法 は 歸納的 方法に よって この 共 


通語 を假定 して インド • イラン 語と 呼んで ゐる。 然し 何時、 何處に 於いて ァリ ヤン 人が 共通 生活 を營ん だか は 比較 文 

法の 決定し 得る ところでない。 唯ァリ ヤン 人の 一 部 は イラ ン 地方に 定住し、 他の 一 部 は 印度に 人り、 共に 當 初より 包 

や S した 方言 的特 徵を發 達せし め、 遂に イラン 語 派と インド • ァリ ヤン 語 派との 割然 たる 區训を 示す に 至った こと を敎 

へる のみで ある。 各 語 派に 關し 吾人の 有する 最古の 文 獻は旣 にこの 分裂が 完了した 時代に 屬し、 インド • イラン 共通 

語に よって 書かれた 文獻は 全く 今日に 傅らない。  . 

古代 イラン 語 は 前述の ァヴ ェ スタ語 及び 古代べ ルシ ャ語 によって 代表せられ、 近代べ ルシ ャ語は 後者の 系統に 餳す 

る。 現代 イラン 方言 は 複雑に 分化して ゐ るが、 その 內バ チ ー 語と パシ ュ ト ー 語と が 印度の 西北 隅に 接 綾す る 事 は 

旣に之 を 述べた。 

1 一十 世紀の 初め 小 アジ ャに行 はれた 發 掘の 結果 は 言語 學界に 幾多の 驚く ベ き 新 發見を 提供し、 インド • ァリ ャ ン語 

史に對 しても 積極的に 貢獻 する 所があった。 卽ちヒ ッ タイト 國 王と ミタ ニ國 王との 間に 交換した 條約文 (西滕 前 十四 世 

紀) に はヴェ ー ダの 神 名 ミ ト ラ (Mitra)  • ヴァル ナ (vprll^la, 條約文 に は Aruna)  • インドラ (In(lra)  • ナ I サトャ 

(N ゆ satya) が 殆んど その ま. -列擧 せられ、 他の 馬匹 飼養に 關 する ヒ 、" タイト 語 文書 中には  一 ニニ  • 五 • 七 • 九 を 示す 

數詞が 借用され、 就中 aika-vartanna 「一 廻り」 に 於いて その 一 を 示す 数詞の 後 接辭は イン.；.' . ァリ ヤン 語 系なる こ 

と を 明示して ゐる (sansk.  eka-oika-.  Old  ； Pers.  aiva-,  Avestic  pf  *  one  - 參 照)。 勿論 か. ^る 發見は 種々 な 解 

釋 • 學說 を誘發 して ゐ るが、 西暦 前 十四 世紀に インド • ァリ ヤン 人の 大部分が 未だ 小 アジ ャに滯 して ゐ たと 考 へる 

より、 吾人 は 寧ろ ィ ンド • ァリ ヤン 人の 一 部が 同胞と 別れて この 地方に 殘留 し、 宗敎的 • 文化的 影響 を 他の： 族に 與 
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へた ものと 考 へたい。 

次に 當 面の 問題た る 印度に 於け る インド • ァリ ヤン 語の 發展を 語る 前、 言；^ i 分類 上より 見た る インド • イラ ン|^^1派 

の 位置に 關 して 一 言す る 必要が ある。 この 語 派が 所謂 インド • ョ—  11 ツバ 語族の 重要なる 一員 をな し、 更に この 大語 

族が ョ ー ：!  T ハ に 於け る 古今の 主要 國語を 殆んど 網羅して ゐる こと は旣に 周知の 事實 である 故、 玆には その 構成 語 派 

の名稱 を列擧 する に 止めて おく。 

一、 インド. イラン 語 派 (Indo-Irfulian)。 

二、 ァ ー ルシ語 派 (Arshian)。 中亞タ リム 盆地の 北部、 往昔の 龜玆 • 焉耆丄 咼昌卽 ち 現今の クッ チヤ - カラ シャ ー 

ル. ト ウルファ ン 地方に 用 ひられた 言語で、 早くより 死語と なって ゐる。 普通 トカラ 語 (Tckharian) と稱 する も、 バ 

ク トリ ャに 於け る トカラ 人との 關係は 頗る 疑問で ある 故、 筆者 は 進んで ァ， I ルシ 語と 呼ばん こと を提 i? する。 

三、 アル メニ ャ語派 (Armenian)。 

四、 ァ ルバ 二 ャ語派 (A.lbanian)。 

五、 ギリシャ 語 派 (Hellenic  or  Greek)。 

六、 イタ リャ語 派 (Italic)。 古代に 於いて は ラテン語、 現代に 於いて は フランス語. ィ タリ ー 語 • スペイン語 -ボ 

ルト ガル 語 等 所謂 ロマンス 諸 語 を 含んで ゐ る。 

七、 ゲルト 語 派 (celtic)。 ィタリャ；^^叫派と-密接に關係し、 現代 は 振 はぬ が嘗 つて 中歐に 雄飛した 語 派で ある。 

八、 ス ラ ブ 語 派 (slavonicjc 現代の ロシャ 語 . ボ I ラ ン ド 語 . チラ， ク語. セル ビヤ 語 • ブル ガリ ャ 語 は 之に 屬す 


る" 

九、 バ ルト； お 派 (Bauic)。 現代の リ スァ 二 ャ； 阶 之に 屬し * スラブ 語 派と 緊密な 關係 にある。 

一 〇、 ゲル マ ン；^！^派 (Germanic)o 古代に 於いて はゴ， 'ト si、 現代に 於いて はス カン ディナ ヴィャ _ 。英； • 獨 

逸 語 • 和蘭；^^^等にょって代表せられる。 

一一、 ヒッ タイト 語 派 (Hittite)。 嘗 つて 小亞に 雄飛した ハ ッ テ ィ國 支配階級の 言語で、 近時 發 された 文 獻は西 .13 

前ト四 世紀に 屬 する。 

さて 以上の 諸 語 • 諸 語 派の 組織的 比較 研究 を 使命と する ィ ンド . ョ ー n  、 リ パーお 比較 文法 は 之 等が 全て 原始 ィ ンド • 

ョ 11- ツバ 語の 變遷 形に 過ぎぬ こと を敎 へた" 勿論 この 共通 基礎 語は假 定言 語で は あるが、 その 使用 せられた 時 所 を 

も 相 當確實 に 假定し 得れば、 インド • ァリ ヤン 語の 歷史を 語る に 非常な 便宜 を與 へる わけで ある。 か. -る問 题は旣 に 

比較 文法の 直接 關知 せざる 所で、 寧ろ 所謂 言語 古物 學 (linguistic  palaeontology) の 領域に 屬 する。 卽ち 比較 文法の 

研究：： S 果 によって 推定 せられた 原始 インド • ョ111 てハ 語の 語彙 中 宗敎. 社 會- 文化 •  ^候 殊に 動植物に 關 する 軍； お 

について 推論し、 特殊の 文化 狀態 及び 特殊の 動植物の 存在より その 原始 語 使用者の 原 住 地 • 年代 等 を 決定 せんとす る 

ので ある。 その 結果 を 綜合す るに 原始 インド . ョ111 、リ パ人は 男子 を 中心とする 大家族 制度の 下に 農業 及び 牧畜に 從 

事し、 春 • 夏. 冬の 差 を もつ 地に 家屋 生活 を營 み、 漁業. 水運の 術に は 熟練せ す、 輝く 天神 を崇拜 し、 穀類 野菜の 外 

肉類 を も 食し 牛乳 を飮 み、 蜂蜜より 造った ァ ル コ ー ル飮料 を 用 ひ、 動物と して は 牛 •  Jil • 羊 • 山羊 • 犬 • 一:^  • 狼 • 熊 • 

^ . 鹿 等 を 知って ゐたリ 原 住 地の 問題に 關聯 して 最も ®r 論ぜられる 植物に ついては 白 棒 • 枪 • 柳 • 槲. 山 毛 櫸 等 を 
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擧げ 得る が、 植物の 名 は 民族 移住に 從 つて 變遷し 易き ものであるから、 原始 インド • ョ ー ッ パ 人が 果して 如何なる 

植物 を 知って ゐ るか は確實 ではない。 然し か- -る 資料に より 略.' 類似の 方法 を以 つて 抽出され た 結論 は區々 にして 到 

底確實 なる 定說と はなり 得ない。 卽ち アジ ャを原 住 地と する 說 (古く は A.  Pictet,  V.  Helm, 最近 は S.  wv:st) とョ 

1 口 ツバ を 原 住 地と する 說と あり、 後者に あっても 南部 口 シ ャ說 (P  scllrader)、 バ ル チ ッ ク海 沿岸 說 (H.  Hirt)、 

中歐 西部 說 (M.  Mucll)、 ハ ン ガリ ャ說 (P.Giles) 等の 別が ある。 叉歐亞 中間 說も 古くより 提唱せられ (コ I カサス 

說 A.  Fick 等)、 比較的 新しく 更に シ ベリ ャ說 (J.  de  Morgan) を 主張す る學者 さへ ある。 筆者 はこの 點に關 し 何等 

の 獨創的 見解 を 有する 者で ない が、 近時 中央 アジ ャに 於け るァ ー ルシ語 (= トカラ 語) の 發見は アジ ャ說を 復活せ しむ 

べき 何等の 理由に もなら ぬ こと を强 調し、 南部 口 シャ說 の 如き は 最も 無難なる ー說 なる を 指摘す るに 止める。 次に 年 

代に 對 して は 金屬 名の 比較が 重要な 推論 根據 をな して ゐる。 比較 研究の 結果 原始 インド. ョ ー 口 ッパ人 は ある 程度 ま 

で 金. 銀 • 銅 • (青銅？) を 知り、 未だ 鐵を 知らざる 狀 態に あつたと 考 へ られ るが 故に、 共通 基礎 語の 分裂 は 考古學 の 

所謂 銅器 時代の 初期 卽ち 西暦 前 第三 千年紀に 屬 する ものと 推定せられ、 フラン ス 言語 學界 の總帥 メイ H 敎授の 如き も 

この 結論に 贊意を 表して ゐる。 

原始 インド • ョ1& ッパ 語に 關 する 吾人の 知識 は 地理 的に も 年代 的に も かく 不充分で は あるが、 現在 知られて ゐる 

他の 語族との 關係 如何 は 言語 學上 更に 重要な 問題で、 フィン ノ  • ゥグリ ヤン 語族 • セ ム 語族 • コ ー カサス 語族との 關 

係 は 旣に學 者の 注意 を惹 いて ゐる。 之 等の 大 語族 を 連ねて その 共通 基礎 語に 溯り 得る 日を豫 想す る も强ち 荒唐無稽な 

臆測で はない が、 現 時の 研究 狀 態に 於いて は 未だ 信憑すべき 結果に 乏しく、 何等 確實性 ある 斷言を 許さない。 


以上 インド • ァリ ヤン の 印度 以外に 於け る 親 緣關係 を 零ね た。 之 を 約言す るに、 早く 原始 インド • ョ1„1 ツバ！^ 5 

より 分派した インド • イラ ン語派 はやが て インド • ァリ ヤン 語と イラン 語と に 分れ、 前者 は 印度 西北 部に 最後の 定住 

地 を 得て 雨後 今日まで 少 くも 三千 年の 變遷を 遂げ、 旣に 略述した 近代 諸 語と して 二 億 三千 萬 人の 言語と なった ので あ 

る。 吾人 は 次に この ィ ンド • ァリャ ン 語の 印度に 於け る 運命 を 瞥見せ ねばならぬ。 

イラン 人と 分 した ィ ンド. ァリャ ン人は 恐らく 數囘に 亙って ァ フガ ニス タンの カブ I ル 方面より ィ ン ダス 河の 上 

流パ ンヂャ ー ブ 地方に 人り、 こ に インド • ァリ ヤン 文化の 基礎 を柘 いた〕 彼等 は 主として 武力に 訴 へつ X 先住民 を 

征服 驅逐 し、 また ある 程度まで 混血 を來 した こと は 疑ない。 この 先住民が 如何なる 民族で 如何なる 言語 を 語って ゐた 

か は 暫く 措き、 唯 文化に 於いても 武力に 於いても 先住民に 優越し、 言語 的に も 次第に その 領域 を擴 張した こと を 記憶 

すれば よい。 然し インド • ァリ ヤン 人の 俊 入 以前、 イン ダス 河流 域に は旣に 驚くべき 程度の 銅器 時代 文明が 存在した 

こと は 近時の モ へ ンヂ ョ • ダ 口 及び ハラ ッ パ ー の發掘 研究の 結果 明瞭と なった。 この 文明と インド • ァリ ヤン 文明 及 

び 後 章に 說 くべき ド ラヴ ィ ダ 文明との 關係は 幾多の 問題 を 提出す るが、 發 見され た 遣 物に 就いて 見れば 寧ろ メソボ タ 

ミヤ 文明と 興味 ある 類似 點を 示し、 こ の 大發掘 を 指揮した サ ー • ヂ ヨン • マ ー シャル (sir  John  Marshall) は該 文明 

の 時代 を 凡そ 西暦 前 三 二 五 〇| 二 七 五 〇 年と 推定して ゐる。 詳しく は 本 講座 中 逸見 梅榮 博士 「印度 文化の 源泉」 に 就 

いて 見られたい。 本書 當 面の 所管 はこの 文明 を 展開した 民族が 如何なる 言語 を 用 ひて ゐ たかに あるが、 遣 物中璺 富に 

存 する 文字が 未だ 滿 足に 解讀 せられす、 言語に 至って は 一 切 不明なる を遣憾 とする。 インド • ァリ ヤン 人の 俊 人當時 
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この イン ダ ス河 文明 は旣に 衰滅して ゐ たと 見る を至當 とする も、 遣 物 中には 後世 印度 敎の 偶像 • 神 像 を^ば しめる も 

のが あり、 兩 文明の 交涉 問題 はこ に乂 複雜 となる。 ィ ンダ ス河 文明と ド ラヴ ィ ダ 文明と を 同 一 視 する 說には 赞 成 

せぬ が、 前者の 要素が 後者 を 通じて ある 程度まで インド • ァリ ヤン 文明 中に 溶 透した ので は あるまい か。 

印度に 於け る インド • ァリャ ン 語の 歷史は 有名なる リグ ， ヴ ェ ー ダ本集 a お. veJa-saThll..ta) から 始まる。 ヴ ェ ー ダ 

文學 一 般に關 して は 本 講座 中 拙著 「ヴ 1 ダ 及び ブラ ー フ マナの 思想」 に 於いて 略述した から、 今 は 唯 言語 方面に 就 

いての み 考究す る ことと する。 

現在の リグ • ヴ - 1 ダ本集 十卷は 西暦 前干數 百年の 言語 を その ま、 保存して ゐる もの ではなく リグ • ヴ - 1 ダ 詩人 

と本槧 編纂 者との 問に は數 H:: 年の 距離が ある。 然し 印度に 於け る 口授 傳 承の 方法と、 ヴ ェ ー ダを 神聖 視 して 一 言 一 句 

の 變更を も 許さなかった 傾向と は 驚くべき 程 忠實に 原形 を 保持して ゐる。 前述の 如く リグ *ヴ 1 ダの 言語 は 古代 ィ 

ラン 語に 頗る 近く、 其 差 は 現代に 於け るィ タリ ー 語と フラン， ス 語との 差よりも 少ぃ。 兩者は 屈折語 (inflexional  lan- 

ggge) の 好例で 名詞の格 形. 動詞の 時 法 形に 富み、 この 點は 原始 インド • ョー 口 ツバ 語の 風貌 を 最もよ く 傅へ たも 

ので ある。 リグ . ヴ H 1 ダ本粲 の 言語 は 大體に 於いて 統 一 的で あると は 云へ、 之に も古歷 • 新 曆の別 ある は 明かで、 

些少ながら 方言 的展 別の 反映と 見なし 得る 點も ある。 然し こ の宗敎 詩の 言語が 文章語と して^ 定 せられた に 反し、 其 

傍に 日常 口語が 自然の 變遷を 核け、 旣に 中古 インド . ァリ ヤン 語の 階 程に 近、、 つきつ 、あった 事 は 疑 を容れ す、 口語 形 

の單 語が 文章語へ 混入した 事實 によって 證 明せられ る。 れ Biira-  £ack- (屮古 形 si さ iia- 參 照)、 jyotis-  二 igh: 

の 如き は 適例で 文章語の 標準に 照して 吾人 は本來 ヒ ff を豫 期す る。 文章語 も 亦 時代に 從 つて 變遷 し、 


リグ • ヴ， - 1 ダ第 十卷は 大體に 於いて 他の 部分より 新しい 言語 狀態を 示して ゐる" 然し 文章語の 變遷は 口語の 變 化と 

少しく 趣を與 にし、 主として 昔 韻 • 語形の 規則 化 (normalization) . 單 純化 (simplification) に 向 ひ、 リグ • ヴ ュ ー グ 

以外の ヴ 1 ダ本 の 言語と なった。 

呪 法 を 本來の 所管と する ァ タル ヴ ァ • ヴ _ 一  ー ダ本築 (Atharvavecla-S.l&llit お の 言語 は 年代 的に 必 しも リグ • ヴ - 

1 ダ木！ S の 言； l^i より 新しい と は 云 ひ 得ない が、 後お に 比し 通俗的で^ 純な の は その nr 的の 然 らしむ る 所と 忍 はれ、 サ 

1 マ . ヴェ ー ダ本集 (s3-maveda-sal\lhita)  • ャ ヂュル • ヴェ ー ダ本 (Yajurve:la-saillliti) に 含まれる リグ • ヴェ 1 

ダ 詩句 は 厘.' 新語 形を呈 して 時代の 差 を 暗示す る" M にャヂ ュル • ヴ- I ダ本藥 中の 散文 及び 之と 密接に 關係 する 祭 

式 神學書 ブラ ー フ マ ナ (Bl.rlhmal;l.a) の 散文に 至って 益 >ヴ - 1 ダ語 新潛の 特徴 を發錄 し、 これに 附属す る 祭式 祕 雜 書 

ァ 1 フヌャ 力 み ^ly&^  • 哲學 書ゥパ 二 シャツ ド (up:lni?1-d)  • 祭式 綱要 書ス ー トラ aslitr.l) の 言語 は 少数の 例外 及び 

擬古 州 法 を 除けば 殆んど 全く 古典 サ ンス タリ ッ ト 語に 一 致す る。 

ヴ I ダ が 約 一 千年に 亙って 變 化する 問ィ ンド ， ァリ ヤン 人の 住居に も 移動が 起った。 リグ • ヴ - 1 ダ 讚歌の 舞 

臺はパ ンヂ ャ ー ブ 地方 を 主として ゐ るが、 同族の 一 部 は旣に 遠く 東方に 住して ゐた らしく、 ガ ン、 チ ス河 (せ 名 Gaugv さ. 

ヂ ャムナ ー:1: (古名 Yammr:l) の 名 も 知られて ゐる。 之に 對し 他の ヴ- 1 ダ文獻 の 示す 地理. 風物 は 明かに 之 等； 刚河 

の 流域 卽ち 後に サン スクリ ッ ト 文化の 中樞 となった 「中央 地方」 OVIadhyade^a) に屬 して ゐる。 先住 を 威服して 戰 

顯 漸く 牧り、 社會 的に は 婆羅門 至上 • 四姓の 峻別、 宗敎 的に はヴ 1 ダ 神聖 • 祭式 萬 能 を 標語と した" か. -る 領域の 

變化が霄；^！叩上 に も反映する は當然で殊に "音 • 1昔の歷史は注1^に愤する。 原始 インド. ョ ー 口  "パ Si の r と 1 と 
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三 is 

は リグ. ヴ H  I ダ 語に 於いて 共に r で 代表 せらる \を 常態と し、 ー の 存在 は當 時の 口語 方言の 影響と 見なし 得る に 反 

し、 他の ヴ H 1 ダ 語に 於いて は 1 の 使用 次第に 增 加して 古典 サ ン ス クリ ツ ト 語の 狀 態に 近づ いて ゐ る。 今 リグ • ヴ ェ 

I ダ 語の rih-  二 0 lid た と 他の ヴ H  I ダの マ と を 比較す るに ギリシャ 語 ； v,;.^.,,- ラテン語 1  一 等 は 語源 的に 

1 昔 を 支持し、 ヴ -1 ダ 語の 新曆が 却って 原始 形に 近い 事を證 明す る， か、 る 事實は 文章語の 傍に あって 本來の r と 

1 とを區 別した 口語 方言の 存在 を 間接に 指示す る ものと 云 はねば ならぬ。 この 外に も 音韻 • 語形 • 語 * に關し リグ • 

ヴ H 1 ダ 語と 他の ヴ H 1 ダ 語との 間に は 明瞭なる 推移 を 認め 得べ く、 詩文と 散文との 差 を 考慮す るも尙 ある 程度まで 

は 口語 方言の 影響 を 想 はしめ る ものが ある。 

印度に は 早くより ヴ H  I ダ の解釋 • 語源 • 文法に 關 する 專門學 者を楚 出し、 就中 ャ ー ス 力 (Y, 一  3ka,  op.  500  B.  p) 

は 解釋學 • 語源 學に名 を 成し、 パ I  二  二  cs^^uni,  ca.  350  B.  p) は 有名なる 文典 を 著して 古典 サ ンスク リツ ト 語の 

最高 權威 となった。 パ I  二  二 文典 は 古代の ヴ H 1 ダ 語と 異る 普通 語 (SP ぶ S の 規定 を 主と し、 必 しも 文章語の みなら 

す 正しき サ ンスク リツ ト 語の 標準 を 示す のが 目的で 當時サ ンスク リツ ト 語が 會 話に も 使用 せられた 事 を 許容せ すに は 

了解で きぬ 規則 を 含んで ゐる。 パ 1 二  二 文典の 規定 を實 際の 文獻に 照して 見れば 略.^ ス ー トラの 言語に 相當 する もの 

で その後 力 I ティ ャ ー ャナ (Katyayga) の 補修、 パ タ ン ヂ ャ リ c?t§jali,  OF 150  B.  p) の 詳細なる 註 釋を經 て 

益.^ 完備し、 遂に 古典 サンスクリット 語の 規矩 標準と なった C 印度に 於いて 文法 家の 努力 は 他に 見ざる 成功 を牧 め、 

雨後 サ ン スクリ " ト 語の 自由なる 變遷 は^ 止せられ、 詩人 • 文人 は その 規定 を 破らざる ことのみ に 腐心した。 一 一千 年 

後の 今日まで 文法の 變改 なく 傳 承され てゐる 所以で ある。 古代 印度の 二 大敍事 詩 マ ハーバーラタ (Mahabharata) 及 


びラ ー マ ー ャナ (Krln>va^a) の 言語 (Hpic  Sanskrit) は 往々。 ハ 1 二  二 文典の 標準 を逸脫 し、 その 通俗的 起源 を 反映せ 

しめて ゐ るが、 力 ー リダ ー サ (Kiuidisa 五 世紀). バ ー ラヴ ィ (Bhiravi 六 世紀) • マ ー ガ (M.igtm 七 世紀) 等の 詞宗 

によって 代表 せられる 古典 サ ン スクリ ッ ト文學 は 文典の 規則 を 金 科玉條 として 遵守し、 不自然に 長き 合成語 を 愛用し 

昔 韻 的 遊戯に 耽り、 唯修辭 文體に 多彩の 特色 を 現 はすの みで、 言語 變遷史 の 資料と はたし 得ない" (本 講座 中 m 中於宽 

彌氏 「印度 文學 思想」 參 照。) 勿論 サ ン スクリ ッ ト語文 獻中嚴 格なる 文法に 違反す る 例は少 くないが、 これ 決して 自發的 

改革の 結果で はなく、 唯 著 の學殖 程度 を 暴露す るに 過ぎない。 

以上 說 明した ヴ 1 ダ語も 古典 サン スクリ ッ ト語も 文獻の 示す 限り 文章語と して 知られて ゐる" 然し 特殊の 階級に 

於いて ある 程度まで 會 話に 適用され た 事 は、 サン スクリ プ ト 語の 地方 的 差別 を 指示す るャ， 1 スカ 並に パ ー 二  二の 記載 

により、 又パ ー 二  二 文典の： s: 容 • 。ハ タン ヂ ャ リの 記述に よって 明かで ある。 例へ 之 を 日常 會 話に 使用せ ざる 一 般 人士 

も サン スクリ ッ ト 語で 書かれた 敍事 詩の 吟誦、 戯曲の 演出 を 愛好した からに は 充分 之 を 了解し 得た に 遠 ひない。 當初 

より 今日に 至る まで 敎養 ある 印度人 間の 共通語と して、 種々 なる 方言の 上に 立ち、 中せ ョ ツバに 於け る ラテン語 

の 如き 位置 を 占めて きたので ある。 否 之より 遙に廣 く 且つ 重要なる 機能 を持續 し、 嘗 つて 死語の 戕 態に 陷るこ となく 

常に 口語 方言と 接觸 して 語彙 を豐 富に し、 逆に 口語 方言に 影響して 多數の 單語を 供給し てゐ る。 然し 前述 の 如く 極度 

に 固定 人工 化した 結果、 自然の 潑淛 性を缺 いて ゐる こと は 勿論で、 如何に 人工 化して ゐ るか を 示す 好適 例に 部分的 同 

意 語の 混同が ある。 卽ち vastra と ambal.a- と は 共に 「衣服」 を 意味す るが 後者 は 「天」 の 義をも 兼ねる が 故に 前 

者 を も 「天」 の 意味に 用 ひる 類で ある。 
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標準 的 サンスクリット 語 は古來 「中央 地方」 の敎養 ある 人士  (れ i?ta) に學ぶ 必要 ありと せられた が、 その 通用 領域 

は.^ して 印度の 北半に 限られす、 頗る 早くから デカン 地方に 及び、 ヴ - 1 ダの 有力なる 支 派に もこの 地方より 起った 

ものが あり、 大 文典 家 パ タン ヂ ャリも デカン の 人と 稱 せられる。 サン ス タリ" ト語は 元来 婆羅門 敎と歷 史的に 密接な 

る 關係を もって ゐ るが、 他の 宗敎も 次第に これ を 採用した。 佛敎は 初め 中古 インド 語 を 使用した が 後 次第に サン スク 

リ " ト語專 用に 慎き、 小 乘佛敎 の 一 派說 一 切 有 部 (sarvrlsti さみ din) はこの 語の 聖典 を 有して 一 部 今日に 俥 はり、 大乘 

佛敎も 之 を その 用語と して 採用した。 叉 中古 インド • ァリ ヤン 語 を主體 とし、 之に サン スクリ ッ ト 語の 語尾 を附 した 

昆滑語 (Mixed  Sanskrit) を もって 書かれた 作品 (例へば ：Lalitavistar?  IVIahrlvastu) も殘 つて ゐる。 佛敎文 學は馬 

鳴 (A6vaghc?a  丁 二 世紀) の 如き 巨匠 を m したが、 所謂 佛敎 梵語 (Buddhist  Sanskrit) は往 々殿 格なる 文法規則に 

副 はぬ 點が ある。 ヂャ イナ 敎は 中古 インド • ァリ ヤン 語の 使用 を 全く 放棄す るに は 至らなかった が、 十一せ 紀 頃より 

は サン スクリ ツ ト語を 併用し、 且つ 同敎徒 中には 偉大なる 文學 的貢獻 をな した 學 匠が ある。 次に サン スクリ ト語は 

早くより 中古 語と 併 立して 碑文に 用 ひられて ゐ たが、 六 f 紀 以後 は 前者の 使用が 斷然 優勢と なって ゐる。 印度 は數次 

外國 人の 侵略 支配 を 受け、 その 國語 (ギ リシ ャ語 • ペルシャ 語 等) より 單語を 借用 吸牧 したが、 强靱 なる サン スク リット 

語の 生命 は 政 台 的薪權 によって 毫も 減殺され る ことなく 唯 自己の 語彙 を豐 富なら しむる に 止まった" 印度 文化の 保存 

と擴 長-と を 使命と する この 偉大なる 文化 語の 活躍 は 印度 半島 以外に 於いても チヤ ンパ ー (camp ゆ 二 世紀より) • カンポ 

ヂャ (六 世紀より) に 及び、 佛 敎に隨 伴して 中亞の 各地に 擴り、 南海 諸島に 到って は 特に ヂャ ヴァ 島に 力 ヴィ語 . カヴィ 

文學 の 興 を 促し、 この 東方の 小島 バ ー リ (Bali) に 於いて は 今日 尙 印度 敎 的禮拜 儀式に サンスクリット 語 


の 祈 IS 文 • 讚歌 を 使 川し、 且つ 寫本を 保存して ゐる。 (^し 內 容に對 して は 何等の 理解な く、 印. 1^ に關 する 知識 すら 失 はれて 

ゐ ると 云 ふ。 詳しく は S.  L6\d:  sallsl《rit  texts  from  WJIli.  Baroda,  1933 參 照。) 

第 s: 節 中古 インド • ァリ ヤン 語 

前節に 於いて 古代 インド • ァリ ヤン 語の 文章 形、 或は 特殊 階級； としての ヴ ェ ー ダ語 並に サン スクリ " ト， 冗 S の變遷 

を 述べ、 殊に 後者 は 八/日に 至る まで 印度 文化の 象徴なる ことに 注意した。 然し これ は インド ， ァリ ヤン； お 史の上 肝 を 

蔽ふ 半面 を 語った に 過ぎす、 尙 他の 重要なる 半面に 關 して 述べねば ならぬ。 

最古の 文獻 リグ .ヴ - 1 ダ本築 中に 中古 語の 昔 形 を 示す 單 語の 存在す る 事に より、 その 常時 旣に 文章語と 口語 方. 言 

との E に 溝渠 を 生じて ゐた事 を 指摘した。 上服に 於いて ヴ - 1 ダ 語が サ ンスク リツ ト 語へ 移る 問、 口語 方言 も 之と 接 

觸 しつ . -變 1! を 緩け、 サン スク リツ ト 語の 成立に も寄與 する 所な しとせ ぬ。 然し か、 る 口語 方言 も 或は 碑文に 適 川せ 

られ、 或は 潤飾 固定 せられて 文學 語と なり、 その 形に 於いての み 現代に 傅って ゐる" これ を總 括して 中古 インド • ァ 

リ ャ ン；^^1或はプ ラークリ ッ ト語 (prala.it) と 呼ぶ。 名稱 (P1.5.1q.t51) の 本義に 關 して は 古來 種々 の 見解が あり、 サン 

スクリ ッ ト語 (saAlsli な am 完成せられ たる 言語の 義) を 「基礎」 (prakyti) として 生じた 言語の 義に 解し、 或は 前者と 異 

り 「ま 然」 に發逹 せる 言語の 義に 解し、 或は 义上 階級の 言語に 對 する 「臣民」 の 言語 を抬 すと 云 ふ。 何れにしても 

12 準 的雅； に對 して 元來 日常 俗語 を 意味した こと は 明かで あるが、 吾人に 知られて ゐる 限り プ ラ ー タリ ツ ト語 も亦自 

然の 方言 を 忠實に 代表す る もので なく、 多少な り 固定 せられた 文學語 である。 恨し サ ンスク リツ ト語を 基礎と して 發 

達した ものと する のは歷 史的に 誤 護で、 ブラ. "ク リウ ト 語の 音 形に は 前者と 異る 方言 的 基礎 を 示す ものが あり、 その 
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根柢 はヴ 1 ダ 語と 同時代の 方言に 歸 せられねば ならぬ。 

ブラ ー クリ " ト 語の 古潛は 主として 阿育 王の 碑文 及び 小乘佛 敎のパ ー リ語 聖典に よって 代表 せられる。 セム系 文字 

が 印度に 移 人され て 改良 を 受け、 實 用に 供され た 年代 は 明確で ない が、 僅少の 遣 物 を 除き 阿育 王の 碑文 (CP  250  B. 

C.) は その 最古 形 を 傅へ、 而も 年代の 明瞭なる 點、 資料の 璺 富なる 點に 於いて 印度 文獻中 この 右に 出づる もの はない。 

また 印度に あって， は 還 > 文獻の 成立 年代と 現存す る 最古の 寫 本との 間に 甚 しき 懸隔が あり。 言語 研究 上 常に 不便 を感 

ぜ しめて ゐ るが、 阿育 王 碑文に はこの 缺陷 なく、 之に より 西暦 前 三 世紀の 言語 を 同時代の 資料に つき 研究す る ことが 

できる。 佛敎の 保護者と して 宗敎 • 道德 方面に 多大の 關心を もった この 支配者が 廣大 なる 領土 內に殘 した 多數の 碑文 

の 內容を 玆に說 明す る餘裕 はない が、 言語 方面の みに 關 して 見れば 正に 中古 インド • ァリ ヤン 語の 古曆を 代表し、 而 

も 言語 的特徵 によって 示される 三種 或は 四 種の 方言 的區 別を藏 して ゐる。 西北 部の 一 群 は 力 n 1 シュ ティ ー 文字 CKa- 

rc?l;hi) を 用 ひ、 他 は 後世 印度 文字の 源流と なった ブラ ー フミ ー 文字 (Br ゆ hmi) を もって 書かれて ゐ る。 後者 は 更に 

分れて ギ ルナ ー ルの 碑文 を 代表と する 西部 群、 主として ガン ヂス 河流 域に 分布す る 東部 群、 之と 共通 點を 有し デカン 

地方に 存在す る 南部 群と なる が、 地理 的 分布と 言語 的 特徴と は必 しも 一 致して ゐ ない。 各 群の 特徵等 は 専門書に 讓り、 

阿育 王 宮廷の 言語 卽ち マガ ダ 語の 面影 を備 へる と 推量され る 東部 群の 特徵 のみ を擧げ て參考 とする。 卽ち 流音 (liquid) 

に關 して は 1 のみで r なく、 語尾に 於いて 古來の -az  (Sanskrit  -c) は e となる。 この 一 ー點は 後段に 說くマ ー ガ ディ 1 

語 を 想起せ しむる が、 サン スクリ ッ ト 語の 區 別す る 三種の. S 音 (sibilant) に對し S 音の み を 示す 點はマ ，1 ガ ディ ー 語 

とも 異る。 兎に角 西 曆前三 世紀の 中葉に 數 種の 方言が 存在した こと は 阿育 王 碑文に よって 確 實に證 明され てゐ る。 . 


次に 同じく ブラ ー タリ ッ ト 語の 古 形 を 代表す るパ ー リ語 (Hui) の 言語 的 特徵は 阿育 王 碑文 中ギ ルナ ー ル 碑文に 最 

も 近いが、 果して 如何なる 地方の 方言 を 基礎と して ゐ るか は 異論 多くして 決定され ない。 佛敎の 所 傳に從 へば マガ ダ 

語と される が、 上述した 阿育 王 碑文 東部 群の 特徵と 一 致しない。 且つ セィ。 ン 島に 傳 はる 現存の パ ー リ語 聖典 (Tipi- 

taka) の歷史 —— 阿育 王 時代より 佛 音三藏 (Buddlla ちミ a) の註釋 (ca.  400  A.  D.) —— に關 して は 幾多の 問題が あり、 

巴 里の 碩學シ ルヴァ ン • レ ヴィ敎 授はパ ー リ語 聖典 中の 固有名詞 及び 術語に 特異の 古 形を發 見して ゐる (S.  ;L〔vi: 

obsel-vaticms  sur  un の lang.ue  pr^canonique  du  Bouddliisme.  Journal  ^M^p^^^^§^ 191 に il, j>p.  ひ一ひ 14)— 

以上の 外 ブラ I クリ ツ ト 語の 古歷を 示す ものに 貴 霜 朝 (Ku^ づ a-dynasty) の 碑文、 佛敎 碑文、 中 亜于閱 CKhotan) の 

地より 發 見せられた 力 C1 1 シュ ティ 文字 法句經 (Dhammapada) の斷片 (普通 發 見者の 名に よって the  Manuscript 

Dutreuil de  Rliins と 呼ばれる)、 馬 鳴 作佛敎 劇の 斷片 等が ある。 碑文 及び 法 句經の 言語 は 阿育 王 碑文 西北 群の 系統 

に屬 し、 怫敎 劇中の ブラ ー タリ ッ トは 後に 擧げる アル ダ • マ ー ガデ ィ ー 語 • シャゥ ラセ ー 二 ー 語 • マ ー ガデ ィ ー 語の 

古 形 を 保存して ゐる (H.  LUders:  Bruchstflcke  buddliistisclier  yl.amen.  Berlin,  1911)。 

パ ー リ語を 除き 古代 ブラ ー タリ ッ ト語は 文典 家の 整理 を 受ける こと 比較的に 少 いのに 反し、 古來 印度で 代表的 ブラ 

1 クリ ッ ト語 として 擧げる もの は 古典 サ ンスク リツ ト 語と 同様、 規則 化の 跡 著しく、 自然の 方言の 域 を 逸に 脫 して 文 

學語 として 固定され てゐ る。  . 

佛陀と 略-' 同時代に マハ ー ヴィ 丄フ (Mall ゆ vira) によって 隆昌に 赴いた ヂ ャ イナ 敎 は西曆 第 一 世紀に 一 一 派に 分裂し、 

シュヴ H 1 タン バ ラ诞 ，svetambara) の 聖典 (siddh ゆ nta  or  Agama) は アル ダ • マ 1" ガ ディ ー 語 (Ardha-mag-adhi 

第一章 インド. イラン 語  四 一 
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-1  M- お adbr,  or  ^£ で 書かれ、 その 言語 は 阿育 王 碑文 南部 群に 類似す るが、 現存の 形で は 到底 マ ハ ー ヴィ ー 

ラ 時代の 言語 を 代表し 得す、 その 古 形 は 寧ろ 前述の 佛敎 劇に 殘 つて ゐる" この 派 は 聖典 以外の 外典に は训の ブラ ー ク 

リ ッ ト語 卽ちヂ ャ イナ • マ ー ハ ー ラ ー シ ュ トリ ー 語 (Jaina-lvml&x ぶ tl.i) を附 ひて ゐる。 、、テ ィ ガンバ ラ派 (Digambal-a) 

の 聖典の 用語 は 後者に 近いが 少しく 之と 異 つて ヂ ャ イナ • シャゥ ラセ ー 二 ー 語 (Jaina-sauraseni) と 呼ばれる。 

サン スクリ ツ ト劇は 登場人物の 身分 階級に よって その 用語が 規定せられ、 王侯 • 婆羅門 以外の 人物 は 通則と して 特 

定の ブラ ー タリ ッ ト語を 使用し、 散文の 會 話に は 一般に シャゥ ラセ ー 二 ー 語 を、 抒情 調に は マ ー ハ ー ラ I シュ トリ ー 

語 を、 卑賤の 者 は マ ー ガデ ィ ー 語 を 用 ひる。 戲 曲論 書 • 修辭學 書 • 文法書 等に はこ の外數 種の 別 を 擧げて 使 ^ 細則 を 

規定して ゐ るが、 實 際に は 上記 三種 を 劇 用 ブラ， I タリ ッ ト 語の 主要 形と する〕 バ ラタ 作と 傳へ る 古き 劇 曲論 書 (Bha- 

rata  ：  N^3 まゆ stra) は アル ダ • マ ー ガ ディ，' 語の 使用 を も 許して 居り、 且つ 馬 鳴の 佛敎劇 は 之 を實證 して ゐ るが、 古 

典 劇に は 使用され ない。 之 等 三種の 主要 形 は 皆 地理 的 名稱を 有し、 第一 の もの は マツ ラ ー を 中心とする シ ュ ー ラセ，， 

ナ (samsena) の 名に、 第二の もの は 西南 部 、デカン 地方の マ ハ ー ラ ー シ ュ トラ (Malrlra^ra) の 名に、 第三の もの は 

マガ ダ (Magadha) の 名に 基づき、 ある 程度まで 方言 的 基礎 を 暗示して ゐ るかに 見える。 然し 之 等 は 皆 文法 家の 整理 

を經、 特殊な 方言 的 特徵を 誇張し 或は 限 局し、 常に 標準 を サン スクリ "ト 語に おき、 文章語と して 固定せられ たもの 

で、 古代の 口語 方言から 近代 語に 移る 傾向 を 間接に 窺 はしめ るに 止まり、 決して 當 時の 方言 を 忠實に 反映す る もので 

はない。 方言 的 基礎に 立つ 文學 語が 舞 臺に應 用され る 迄に は 日常 方言 は 自然の 變遷を 綾 行して 近代 方言の 狀 態に 近づ 

きつ- - あつたの は 勿論で ある。 また 諸種の ブラ T クリ" ト 語の 配 當も實 社 會の狀 況に卽 した ものと は 云 はれない。 現 


今 印度の 富豪の 家庭に は 奴婢の 身分. 出生地に 從 つて 數 種の 方 首が 混用 せられて ゐ るの は 周知の 事實 であるが、 之 を 

その ま X 舞臺に 移せば 一 般觀客 は 理解に 苦しむ に 違 ひない。 サン スク リツ ト 劇に 於け るプ ラ ー クリ ッ ト 語の 使用 も特 

训の 限定と 规 約との 下に 實 生活の 言語 狀態 を微に 反映す る ものと 考へ る。 

劇 川 ブラ ー ク リット 語の 古 形が 馬 鳴の 佛敎 劇に 殘る こと は旣に 述べた。 尙バ ！• サ (Bhasa.  CP  300  k,  D.?) の 戯曲、 

バ ラタの 戯曲 論 は 古 形 を 示し、 力 ー リダ ー サの 作品に 至り 始めて 劇 用 ブラ ー タリ ットの 古典 形に 到着す る。 本來シ ャ 

ゥ ラセ ー 二 ー が 最も 重要な 劇 用 ブラ ー クリ ッ ト 語で サン スク リツ トに 最も 近い。 マ ー ガデ ィ ー 語の 特徴に 就いてはす 

でに 一 言した が 語尾の？ を單數 主格の 場合に のみ 限った の は 明かに 人爲的 加工の 痕を 見せて ゐる。 次に マ ー ハ ー ラ ー 

シ ュ トリ ー; 措 は 印度 文典 家に より 典型的 ブラ ー タリ ッ トと HI され、 早くより 抒情詩に 川 ひられ、 叙 is^ 詩に も獨 立の 作 

品 を 屮：； したが、 剝 巾に 使用せられ たの は 比較的に 遲ぃ。 また 昔 韻 的に 見れば ブラ ー タリ ト 語の 傾向 を 極端に 進めた 

ものと 稱し る。 卽ち 古典 ブラ ー タリ ツ ト語は サン スクリ ッ ト語を 模範と しつ  も 文法 を 著しく 簡略に し、 音韻 方面 

に 於いて は 好んで 子音群 を 同化し、 母 韻の 長短 を 昔 節の 長短に 應 じて 決定し、 二 母 韻 ii の 單子昔 は 概して 脫^ せし む 

る 等の 特徴 を もって ゐる。 最後に 擧 げた 特徴の 結 2^ 子 昔 少く母 韻の 連 緩 多き 奇觀 を呈し (例、 loa--  ：  Sansk.  101S-- 

一 world パ uaa  ：  Saiisk.  一  water  y 而も こ の 點 に 於 い て マ ー ハ 丄フ ー シ ュ ト リ 丄^^iは他 の ブ ラ 1- ク リ ッ ト を凌 

驚して ゐる。 從 つて Saiisk  ;kati  ~  some 》， kavi-  *  pott パ kapi-  ~  monkey  - は 共に Mi-hllr.  L-a.- となり、 sallHk. 

mata-  *  thou ヒ it  ノ  mada-  -  ^M^^o.^^op^^op  -maja-  *  consisting-  of  ,  m}:tal  *  dead  ,  I11:jf.gtl- ヾ lesr は 全て 3aa- とな 

る。 この 狀 態に 於いて は實用 的に 不便な の は 勿論で あるが、 抒情詩 語と して 見れば 音韻 的 優美 を 感ぜし むる 者が ある。 
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この 外 嘗て ダナし ティ ャ ま 9,0 がその 物語 集 (B さ atkatl& に 用 ひたと 傳 へる パイシ ャ ー チ ー 語 (ra&lci) 

は bd  g を無聲 化して ptk とする を特徵 とする が、 こ の 書 は 早く 散佚して 現存の 資料に よって は 方言 的 基礎 を 決定 

する に 苦しむ。 (第二 節、 ダル ディック 支 派の 項參 照。) 

以上に 擧 げた ブラ，. -クリ " ト 語の 外、 中古 インド • ァリ ヤン 語の 一 種と して アバ ブラン シ ヤー 語 (Apabhra ゆれ a 元來 

， corrupt- の 意) が ある。 サンスクリット 語、 ブラ I クリ、 ゾト 語と 對 立して 用 ひる 名稱 で、 その 名の 示す 如く 元來通 

俗 的 起源 を 有する こと は 明かで あるが、 現存の 資料に 關 する 限り、 之 も 亦文學 語の 一種で ある。 六せ 紀に 出で た ある 

國王は 「サン スクリ ッ ト語 • ブラ ー クリ ッ ト語 及び ァパ ブラ ン シ ャ 語で 詩 を 作り 得た と稱 讚せられ てゐる 通り 決して 

日常 方言 (Derbh ゆ？ S.) を 代表す る もので はない。 卽ち 古典 ブラ ー タリ ッ ト 語が 固定して 益  >  日常 方言より 遠 去 かるに 

及び、 大體 その 語彙 を. 借用し つ 之に 方言 的 文法 を 適用した ものが アバ ブラン シャ 語で、 西紀 一 千年 頃に はラ T ヂャ 

スタ ー ナ 及び グ ヂャラ ッ トのヂ ャ イナ 敎 徒によ つて 使用せられ、 この 地方 は アバ ブラ ン シ ャ 語の 發 達に 重要なる 關係 

を 示して ゐる。 その 初期に 基礎と なった ブラ ー タリ 》 ト語は 主として マ ー ハ ー ラ ー シュ トリ ー 語 及び シ ャゥ ラセ ー 二 

T 語であった らしく、 西部 印度に 起った ァパ ブラン シャ語 は 次いで 北部 印度 全般に 擴り、 之に 多數の 地方 的 區別を 生 

じた〕 かくの 如く アバ ブラン シ ャ語も ブラ ー タリ " ト 語と 同じく 一 群の 文學 語の 總稱 となり、 而も 言語 的に は 一 歩 近 

代 方言に 近づいた と は 云へ、 之から 直接 近代 諸 語 を 誘導し 來る事 は適當 でない。 グヂ ャラ ー ティ ー 語が 西部 アバ ブラ 

ン シ ャ 語に 類似す ると 云 はれる の は、 蓋し アバ ブラ ン シ ャ 語が 元來 この 地方の 方言 的 要素 を 含んで ゐる 結果で、 之が 

文學 語と して 一 般に 使用され るに 至る 間、 グヂ ャ ラ ー テ ィ ー 語の 直接 基礎 をな した 口語 方言 は獨 立の 變遷を ts 行して 


ゐ たに 違 ひない。 

古代 ブラ ー クリ ッ ト；^|2  (殊に パ ー リ語) はサ ン スクリ -ソト 語で 說明 できぬ 音韻 變化 • 語形 を包藏 し、 古典 ブラ ー ク 

リ " ト； も 後者に よって 解釋 できぬ 單語 (tle!-i  二  ocal  wor(r) を 含み、 アバ ブラ ン シ ャ語は 方言 的 色彩 を 織り込んで 

ゐ ると は 云へ、 全體 として 概論 すれば 多種多様の 中古 ィ ンド • ァリ ヤン 語 は 唯 一個の サン スク リツ ト 語で 說 明し 得べ 

く、 更に 多数の 近代 諸 語の 大部分 は 恰も 一 倘の屮 古語 を 基礎と して 發 達した かの 觀を呈 する" 而 して 古代語と 中古 語 

との 距離 は 比 絞 的に 少く、 全て サンスクリット 的と 稱し 得る に對 し、 少數の 例外 を 除き 十三 世紀 以後 旣に 文學 にも 使 

用され てゐる 近代 諸 語 は 全く^ 種の 言語に 接する が 如き 感を與 へ る。 吾人の 知り 得る 印度 語の 歷史は 文學語 乃至 共通 

語の 歷史 である。 而も 新文學 語の 興起に よって 古文 學語 は廢 されす、 その 傍に 歷 然として 存在す る。 新古數 種の 文學 

語. 文章語 を 通じて 口語 方言の 存續を 知り、 絶えざる 變遷の 跡 を 窺 ひ 得る も、 一 旦文學 語と なるや 地方 的 束縛 を 離れ、 

特殊の 洗煉 を 受けて 方言 的 色彩 を簿 くし、 やがて 全 印度の 文學的 共有財産 となり、 口語との 關 係を斷 つに 至る。 從っ 

て インド • ァリ ヤン 語の 歷史は 古代 • 中古 • 近代の 別 を 知る のみで、 個々 の 系統 を 明示す る ことができぬ。 之 を 言語 

的に 見れば 全て 單 純化の 歷史 であり、 綜合 的より 分解的へ の變遷 である。 古代 ギリ シ ャ語 より^に 複雜な 文法 組織が 

現代英語の それより 更に 簡單 になった と 思へば 大過ない。 

第一 一章 ド ラ ゲ. ィ ダ 語 

前章に 述べた インド • ァリ ヤン 語に 對 立し、 印度の 一 半に 擴る大 語族 をド ラヴ イダ 語と する。 现狀に 就いて 見れば、 

一章 ド ラヴ イダ 語  五 
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インド • ァリ ヤン 語族に 屬 する マラ ー ティ， I 語 • オリ ャ ー 語の 境界線より 以南 コ モ リン 岬に 至る 連 緩地帶 (タミル 語 • 

マラ ャ I ラム 語 • カナ ラ語 • テル グ語 等) を 占め、 セィ ロン 島の 北半 を 含み、 且つ 中部 印度に 散在す る 多くの 「言語 島嶼」 

を 有する。 又 遠く離れて は バルチスタンの ブラ ー フ ー ィ ー 語 も 之に 屬 して ゐる。 使用者 總數は 「印度 言語 調査」 に從 

へば 五 干 三百 萬に 達し、 一九二 一  年の 國勢 調査に 從 へば、 六 干 四百 萬 (印度人 口の 約 五分の 一) を 超えて ゐる。 伹し ドラ 

ヴ イダ 語 領域の 大部分 は 「印度 言語 調査」 の範 圍に屬 して ゐ なかった。 

1 、 タミル 語 (Tamu) 

マドラスと マ イソ，' ルとを 結ぶ 線より 以南の 地 を 占め、 セィ ロン 島の 北半 を 含み、 西方 は 同族の カナ ラ語 • ァラャ 

1 ラム 語と 境して ゐる。 使用者 總數干 八 百 萬 (「印度 言語 調査」 千 五 百 萬) を 超え、 ド ラヴ イダ 語 中 最も 重要な もので あ 

る。 現今 總稱 として 用 ひる ドラ ヴ イダなる 名稱 も、 この タミルなる 名稱も 共に サンスクリット 語 Gravida の轉 化で、 

パ ー リ 語の 史偉マ ハ I ヴァ ンサ (Malrv^alilsa 五 世紀) に は D§-miJa となって ゐる。 尙 タミル 語 は 右の 領域 以外に も 

延び、 ビルマ を 始め 印度支那 地方、 南アフリカ 等に も 使用者 を もって ゐる。 小 方言 群 を 除き 一般に 行 はれる 標準 タミ 

ル語は 文學語 (shell  -Isl.fect リ と 日常 語 (kc4un  -rudeo との 間に 著しき 差異 を 示し、 前者 は 古風の 特徵を 示して 

無敎 育なる タミル 人に は 了解し 難い ほどで ある。 文學は 早くより 興り、 近代 インド • ァリ ヤン 文學の 何れよりも 遙に 

古い 歷史を もって ゐる。 遲 くも 西暦 K 世紀に は 相 當に發 達して ゐ たらしく、 八 世紀より 十三 世紀に 亙って ヂャ イナ 敎 

徒の 文學的 活躍 を 見た。 範を サンスクリット 文學に 取りつ- -も獨 自の詩 美を發 揮し、 量に 於いても ド ラヴ イダ 文 學中 


第一 位 を 占めて ゐる。 古代 文學中 特に 有名な のはテ ィ ルヴァ ルヴ ァ ル (Til.uvanllvill.) に歸 せられる クラル (wl-ral) 

で、 印度に 於け る 人生の 三 EI 的 法 • 財 • 愛 (dharma,  alth.l,  krlma) に關 する 短詩 一 三 三 〇§ 、から 成って ゐる。 叉 十八 

世紀 以後 は 近代 タミル 文學 が隆與 した。 古く は ヴァテ ー ルツ トウ (vatte  Jllttu) と稱 する 文字 を 用 ひたが、 現在の タ 

ミル 文字 も 之に 類似し、 源 は 古き 北方 系 印度 文字に 發 すと 云 はれる が、 大いに 南方 系の グラ ンタ 文字に 影響され てゐ 

る 0 

二 マラ ャ ！• ラム 語 ら lalayalam) 

マラ ャ ー ラムと は元來 「山岳 地方」 の 意で、 タミル 語の 西方、 マ ラバ ー ル 海岸に 沿 ひて 行 はれ、 ラッカ、、 ティ ヴ島を 

含み、 使 川 者 總數約 七 百 萬 (「印度 言語 調査」 約 五 百 四十 萬) を算 する。 九 世紀 頃 タミル 語から 分派した もので、 その 一 

方言と 稱 しても よいが、 相 當に發 達した 文學を 有して 獨立 語の 體面を 保って ゐる。 十七 世紀より 婆羅門 文化の 感化 を 

受けて 多數の サン スクリ ッ ト單語 を 借用し、 文學 的に も サン スクリ ッ ト文學 及び タミル 文學の 影響 を 蒙った。 文字 は 

前記の ヴ ァテ ー ルツ トウ 文字 を廢 して 南方 系 印度 文字の 一 形卽 ちグラ ン タ 文字 (Grantha) を 採用した。 こ の 文字 は 

マ ラバ ー ル 地.^ に 於いて サ ンスク リツ ト語を 書く に 用 ひる ものである。 

三、 カナ ラ語 (wanarese) 

前記-: 稷のド ラヴ イダ 語の 北方、 マ イソ ー ル州 • ボンベイ^の 東南 端. ハイデ ラバ ー ド 州の 西南 端 を 合み、 is- は： M 
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族の テル グ語、 北 は インド • ァリ ヤン 系の マラ， - ティ I 語と 境し、 使用者 總數約 一 干 萬に 達する。 二 ル ギリ 高原に 用 

ひられ 古代 カナ ラ 語に 近いと 云 ふ バダガ 語 (Bacjaga 約 三 萬 人) 等 二、 三の 小 方言の 外、 南部 カナ ラ 地方に 介在す る 

ト ゥ ル語 (T 三 U 五十 萬 S 六十 萬 人)、 ク ルグ 地方 ゃコ ダグ 語 (K0 な agu 約 S 人)、 二 ル ギリ 高原の トダ語 (Tcda 約 七 

百 人)、 コ， I タ語 (K5ta 約 千 二百 人) も カナ ラ 語に 近い。 

カナ ラ語 最古の 文獻は 西暦 五 f 紀に屬 する 短 碑文で、 文 學の發 達 は タミル 文學と 同じく ヂャ イナ 敎 徒の 努力に 負 ふ 

所 多く、 サン スクリ 、リト 文學の 影響が 著しい。 十六せ 紀 以降 は 語 * にも サン スク リ、： -ト 要素が 多量に 混入した。 文字 

は 次に 說く テル グ 文字と 同 起源で あるが、 十三 世紀 以後 固有の 特 徵を發 達させて 現代の カナ ラ 文字と なった。 

ra、 テル グ語 (Telugu) 

テル グの名 は サン スクリ 、>  ト文獻 に は Trilinga,  Tnang.a,  Tehmga 等の 形で 現 はれ、 囘敎徒 は Tilgg,  Tilang- 

ana 等の 名で 呼んで ゐる。 テル グ 語の 領域 は サンスクリット 文學に 所謂 アンドラ 地方 (>  一ら 一】 さ) に 相當し マ ド ラ ス ぎ 

の 東部と ハイデ ラバ ー ド 州の 東部と に擴 り、 南 は タミル 語、 西 は カナ ラ語 及び マラ I テ V  J 語、 北 は オリ ャ ー 語に 接 

して ゐる。 ド ラヴ イダ 語 中 最多 數の 使用者 を 擁して 約 二 千 四百 萬 (「印度 言語 調査」 約 二 千 萬) を算 し、 印度 本國 以外 こも 

擴 つて ゐる。 少數の 部族 的 差別 を 除いて は 著しき 方言の 發達 なく、 文學は 十一 世紀より 盛で、 サンスクリット 文學の 

影響と 共に、 隣接の カナ ラ文學 よりも 感化 を 受けたら しい。 文 獻は大 敍事詩 マ ハ ー バ I ラタの 翻 譯に始 り、 十六 世紀 

以後 は 文藝の 隆昌 を 見た。 文字 は 南方 印度 系に 屬し、 古代 カナ ラ 文字 (Hala-lgmada) と 殆んど 司 一 や 


五、 その他の ド ラヴ ィ ダ語 

上記g:種の文學；^liの外中央諸州及びべラール . オリ ッサ. チヨ ー タ ナグプ ー ルの备 地に 亙り、 インド . ァリ ヤン 語 

の 領域 内に 散在し、 一 部分 は 次章に 說くム ンダ ー 語と 境 を 接して 數 備のド ラヴ ィ ダ 語が 存在す る。 一 般に未 11 の 人民 

の 使用す る もので 文字 • 文學 なく、 數に 於いて 最も 重要なる をゴ ー ン、、 テ ィ 1- 語と する。 

ゴ ー ンデ ィ ー 語 (G5^u^i) は數 個の 言語 島嶼より 成り、 主として 中央 諸 州に 行 はれ Kz 三十 fei 乃至 百 六十 jsi 人の 使^者 

を 有する。 多數の 方言 ありと 云 はれる が 主要 形に 於いて は テル グ 語より 寧ろ タミル 語 . カナ ラ 語に 近いと されて ゐ る。 

但し その 領域 は 叫 園の インド • ァリ ヤン 語 及び テル グ語 によって 次第に 侵蝕せ られつ 、ある。 

テル グ 語の 西北 部と ゴ ー ンデ ィ ー 語と に 挾れ て コ ー ラ ー ミ ー 語 (K5mmi) が あり、 言語 上 何れの 支 分 ともなし 得な 

い。 之に 頗る 近く その 一方 言と 目し 得る ものに ビ ー リ ー 語 (Bhili) が あり、 ベラ ー ルの バシム 地方に 行 はれる。 兩者 

併せて 約 二 萬 四 干 人の 使用者 を 有する に過ぎない。  . 

次に オリ ッ サ 地方に は クイ ー 語 (Kui,  Khand,  or  Khandhi) があって 約 四十 八 萬 人 (rra. 度 言語 調査」 約 三十 二  ^人) 

に 使用され、 テル グ 語に 類似す る點 ありと 云 はれる。 

その 北方 チ ョ ー タ ナグプ ー ルの タルク 語 (Kuruldl  or  Or ゆ 5n) は 約 八十 六 萬 人 (「印度 言語 調 杏」 約 五十；^ 人) の 使用 

者 を 有し、 遠く 東北 方に 離れた ラヂ ュ マ ハ ル 高原の マ ルト語 (Malto 六 萵五千 人、 「印度 言語 調査」 一 萬 二 千 人) と 頗る 近 

い。 雨 語の 使用者 は 彼等が 嘗 つて 南方 カル ナティック 地方より 北方に 移住し、 同 教徒の 壓迫を 受けて 兩 部に 分れた と 云 
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ふ 記憶 を 保存して ゐる。 この 傳說 の眞 正なる こと は兩 語が カナ ラ語 及び タミル 語に 近き 點 によって 證 明せられ る， 但 

し兩 語はム ンダ ー 語と 境 を 接する 爲、 その 影響 を 蒙り、 殊に マルト 語 は ムンダ ー 語族の サン タ ー リ ー 語から 單語を 借 

用して ゐる。 

六、 ブラ ー フ ー ィ ー 語 (Br ゆ hai) 

以上 多少な り連績 した 地域に 擴るド ラヴ ィ ダ諸 語に 對し、 遠く 西北 方バ ルチ スタンの 地に バ P 1 チ ー 語 (第 一 章 第 一 

節參 照) を兩斷 して 介在す る ものに ブラ ー フ ー ィ ー 語が ある。 その 本質に 於いて ド ラヴ イダ 語た る は 疑な き 所で あるが 

隣接す る ペルシャ 語. バ 口 ー チ ー 語. シン ディ ー 語よりの 借用 語 多く、 文 學は發 達しない。 使用者 總數は 十六 萬 乃至 

十八 萬と 査定され てゐ るが、 他 民族との 結婚に 制限な き 故 人種的 純 粹性は 望まれす、 南 印の ドラ ヴ イダ 語 使用者と は 

著しく 風貌 を 異にする。 

前章に 說 いた インド. ァリ ヤン 語、 次章に 說く ムンダ ー 語 は 夫.' 印度 以外に 亙る 大 語族の 一部 をな すに 反し、 本章 

に列擧 した ドラ ヴ イダ 諸 語 は全體 として 一 語族 を 形成し、 印度 以外に 同系 語 を もって ゐ ない。 ブラ I フ，. ィ ー 語の 使 

用 者 を 除き、 他の ドラ ヴ イダ 語 使用人 は ムンダ ー 語の 使用者と 人種的 特徵を 共通に する 故、 この 兩語 群の 間に 親緣關 

係 を 求めん とする 企圖も あるが、 その 證明は 成功して ゐ ない。 近代 インド • ァリ ヤン 語が 如何 ほど 簡略 化されても 吾 

人は歷 史的 觀 察の 基礎と して 古代語 を 知り、 不完全ながら 變遷の 階 程 を 窺 ひ 得る に 反し、 ド ラヴ イダ 語の 文法 は 現在 


に傳 はる 最古の 文獻 より 个 日に 至る まで 著しき 變化 なく、 比較に よっての み 古 形に 溯らん とする 比較 文法に 非常な 不 

便を與 へて ゐる。 勿論 こ、 に細說 する こと はでき ぬから、 普通 ドラ ヴ イダ 語 文法の 特徴と 云 はれる 點を 二、 三 舉げる 

にと どめて おく。 名詞. 動詞の 變化は 後接辭 (suffix) の附 加に よって 行 はれ、 形態 的 分類 上 日本語 等と 等しく 膠着語 

(agglutinative  language) の 一 種と され、 サン スク リツ ト語の 如き 屈折語 (imflexiollal  lallgdage) と" 別せられ る。 

ブラ ー フ ー ィ ー 語 を 除き、 名詞 は 「上級 語」 と 「下級 語」 とに 分 たれ、 前者 は 神. 惡魔 • 人間 を 含み、 後者 は 畜類 • 

無生物 を 含む。 名詞 自身 は 文法 上の 性別 (gender) によって 形態 を 異にしな いが、 之に 一 致す る 代名詞 及び 動詞に 15^ 

別 を 生じ、 叉 女神 及び 女人 を上曆 語と して 极 ふか 否かに 關 して 备 語の 間に 一致 を 見ない。 動詞の 變 化に 代名詞 的 要素 

を 多分に 含み、 且つ 名詞 要素 (nominal  elements) が 文法の 重要 部分 をな して ゐる點 は 現代 ドラ ヴ イダ l^-i の 一 特色で 

ある。 然し 古く は ある 程度まで 動詞の 人稱 形が 存在した こと を 窺知せ しむる 語形 も 保存され てゐ る。 全般的で はない 

が 動詞に 所謂 否定 相 (negative  voice) の存 する こと、 關係 代名詞な くして 分詞の 特別 形 C  relative  participial  noun) 

を 使用す る こ と 等 も 特徴と して 擧 げられ る。  一 

ド ラヴ ィ ダ 語の 文獻は 西暦 五 〇〇 年 以前に 溯り 得す、 間接に は タミル 文學の 更に 古き を 知り、 且つ 他の 資料に よつ 

て 南 印の 文化 は 西暦 以前に 始り、 西暦 前 三 世紀 或は それより 前に 興起した 南 印の 王朝 名が 傳 へられて ゐ るが、 言語 狀 

態 を 直接 示す 資料 はない。 ド ラヴ イダ 語 も インド • ァリ ヤン 語と 同様に 印度 侵入者の 言語で あり、 初めは 印度の 西北 

部 一 帶に擴 つて ゐ たが、 後 インド • ァリ ヤン 人の 侵入に 遭って 驅逐 されて ヴ ィ ンデ ィ ャ 山脈 以南に 移り、 現今の ブラ 
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1 フ ー ィ ー 語 は その 殘存に 過ぎぬ とも 考へ られ る。 然し ブラ ー フ 1- ィ ー 語の 特質 は 寧ろ カナ ラ語 及び クル ク 語と 相 通 

じ、 クル ク語は マ ルト 語と 共に 有史 時代に 南方より 中部 印度へ 移った と 云 ふこと 等 を 考量 すれば、 逆に ブラ ー フ ー ィ 

1 語 を 南 印 或は 中 印よりの 移入 語と も 見なし 得る。 ド ラヴ ィ ダ 語が 印度 土着の もの か 否か を 決定す る こと はでき ない 

が、 インド • ァリ ヤン 人の 侵入に 際し 之と 接觸 した 先住民の 言語 は 果して ド ラヴ イダ 語で あつたか。 この 問題に 答へ 

る 前、 印度に 於け る 他の 語族 卽ちム ンダ ー 語を督 見す る 必要が ある。 

第三 章 ム ンダ ー 語  . 

カシ ュ ミ ー ルの 西北 隅ハ ンザ ナガル 地に 存 する ブル シ ャ スキ ー 語 (Bumslmski) の 他 語族に 對 する 親 鎵關係 は 不明 

であり、 チべ ット. ビル マ 語族に 属する 諸 語 は 印度 本土の 北 邊を掩 ひカシ ュ ミ ー ルの 東北 部より ヒ マ ラャ 山系 地方 を 

貫いて ァ ッ サム の 東北 部に 達し、 それより 南方 印度支那 地方に 分布す るが、 印度 本土に 於け る 言語 系統の 中核に は屬 

しない。 故に 本書が 記述すべき ものと して はム ンダ ー 語の みが 殘 されて ゐるリ 

インド. ァリャ ン 語が 雄大なる ィ ンド. ョ ー ロツパ 語族の 一 員 をな す 如く、 ム ンダ ー 語はシ ュ ミット 師 (pater  メ V. 

Schmidt) の 提唱に 從 つて 一般に ォ ー スト リック (Astric) と 呼ばれる 大語群 中、 ォ ー スト 口  。アジ ャ 語族 (Auslro- 

Asiatic  family) に屬 すと 云 はれて ゐる。 印度支那に は 同 語族の 一 支派モ ー ン • クメ ー ル諸語 (M5n.Kllm§l:  langi- 

ges)、 アツ サム に は 力 ー シ ー 語 CKh5.si 約 二十 萬 人、 一九二 一  年 調)、 二 コ バ ル 諸島に は 二 コ バ ル語 (Nicobarese 約 八 千 

六 百 人) が ある。 然し 玆には 印度 本土 を 主眼と する 故ム ンダ ー 語に 就いての み 記述す る。 


ム ン. タ ー, おは 現个屮 部 印度の チ 3 1 タ ナグプ ー ル高原 を 中心とし、 ガン ヂス河 平原より マ ハ 1 ナ、、 テ ィ ー 可 三 洲に 

擴り、 西方 マ ハ ー デ ー ォ ー 丘陵 地方に 言語 島嶼 を もって ゐる。 東部の ケ ー ルヮ ー リ語群 (Kli61.wal.i) は サン タ ー リ語 

(sallt{lli)  • ムンダ ー リ丄諧 (Mll^lcJ.,ll.i)  • ホ ー 語 (K6)  • ブ ミヂ ュ 語 (Bllmij)  • コル ヮ， I 語 CKllcrwa) 等 を 含み 使用者 

總數 一二 百 五十 萬 (一九二 一  年 調) を 超え、 西部 群と し てはク ー ルク ー 語 (Kth.ldi)  • カリ ャ I； 詰 (Klmyi お -ヂ ユア ー ン 

グ語 (Jllrsg). サヴ ァ ラ語 (sav き a). ガダバ ー 語 (Gadabil) 等が あり 使用者 總數は 五十 fs! を 出で ない。 ム ンダ ー 語 

使. 用 者の 文化 程度 は 概して 非常に 低く、 固有の 文字 • 文 學は 存在し ない。 地理 的 分布 をー覽 して 明かなる 如く、 イン 

ド • ァリ ヤン 語の 柬部支 派、 ド ラヴ , ダ 語族の タルク 語 • クイ ー 語. ゴ ー ンデ ィ ー 語の 領域 中に 介在し、 東方 及び 北 

方 はチべ ツト • ビル マ 語族 を控 へて 到る 處に 言語 的 侵蝕と 壓 迫と を 受けて ゐる。 

ム ンダ ー 語なる 名 は 始めて 之と ドラ ヴ イダ 語との 區 別 を 明言した 故 マ ツクス • ミ ュ ー ラ ー 敎授の 命名に 基づき (一 

八 五 四 年)、 ムンダ 人 (Mr ーク ず) は 東方の 部族と して 大敍事 詩マハ ー バ ー ラタ 及び ブラ ー ナ 書類に 見えて ゐる。 サン ス 

タリ ッ ト文獻 に は 総括的 名稱 として コ ー ラ (Kola) を 用 ひた 例 も あるので、 ム ンダ ー 語 派 を總稱 して コ ー ル； お (K61 元 

來 「人」 の 義) と 呼び、 ム ンダ 1- なる 名 は 部分的 稱呼 として ランチ 地方の ム ンダ， I リ ー 語の ために 保留 せんとす る 學：； 5^ 

も ある。 尙ォ ー スト u  • アジ ャ語ー 般 及ぴム ン ダ.， I 語と モ ー ン • タメ ー ル 語との 關 係に 關 して は 松 本 信廣敎 校が 本講 

座屮 「印度支那 言語の 系統」 に 於いて 研究 文獻を 擧げて 詳しく 解說 せられて ゐ るから 就いて 見られたい。 同書 中には 

シ ュ ミ ッ ト師と へヴ r ン ー 氏 CW.  F.  MeYesy) との 論 爭に關 しても 述べられて あるから 玆には 本年に 入り シ ュ ミ ッ ト 

師が 更に 自己の 見地 を 辯 護して r ム ン * ダ，' 語の 位置」 (Die  Stellung  del-  Muuda-sprachen.  wuuetill  of  the  school 
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of  Oriental  Studies,  vol.  ^MM.  rxsdon,  1935,  pp.  729-738) なる 論文 を發 表した こと を附加 すれば よい。 

ムンダ ー 語 は 本質 上 膠着語の 一種と される が、 モ ーン • タメ ー ル 語と 異り、 後 接 辭をも 盛に 使用し、 意義. 機能の 

概して 明瞭な 添接辭 (afnx) を 語根 要素の 頭 • 尾 • 中間に 附加揷 入して 複雜 なる 動詞 を 造り、 名詞の 性に 關 して はム 

1 ン • クメ ー ル 語と 同じく 生物と 無生物と を IH^ 別し、 この 點 前述の ドラ ヴィ ダ 語と 異る。 動詞 形に 於いて は 一 般の膠 

着 語より 遙に複 雜な發 達 を 示し、 代名詞 形の 發達 と共に ムンダ ー 語の 特徵 とされて ゐる。 最後に 擧 げた 特色 は ベン 力 

ル 省の 北端 ダ-ヂ リング 近邊 より ヒ マ ラャ 山系の 南 麓に 沿 ひて パ ンヂ ャ ー ブの 東北 部に 至る 間の 諸 所に 散在す る 小言 

語 群に も 認められ、 之 等 は 時に r 複雜 代名詞 語」 (smplex  pronominalizedlanguag.es) の 名 を 得て ゐる。 その 所屬 

に關し 「印度 言語 調査」 は 之をチ ベット. ビルマ 語族の 中に 入れ、 プヂュ ルス キ ー 敎授 (J.  przylusld) は 之 を ムンダ 

1 語と 認め、 インド • ァリ ヤン 語 及び チべ "ト • ビル マ 語の 影響 甚大に して 時に 所 屬の疑 はしい 場合 も あるが、 形態 

に關し て 云 へば 寧ろ ムンダ ー 語 中に 入るべき だと 說 いて ゐる。 前述の 如く ムンダ ー 語の 動詞 は 多くの 添 接辭を 使用し 

て 時 • 法 • 相. 使役. 相互 關係等 を 表 はし、 且つ 代名詞の 種々 なる 形 を 添加 挿入す る爲、 往々 にして 一連の 長 語形 を 

生す る ことがある。 次に ダリヤ ソ ン 博士の 擧 げた サ ンタ ー リ ー 語の 一 例 を 借用す る。 dal-ocho-akan-talien-tae-tiil-a-e 

*he,  wlio  belon2.s  to  him  wlio  Ibelongs  to  me,  .will  continue  letting  himself  be  struclc  . この 中 「打つ」 なる 

意 を 示す 語根 要素 は 先頭の dal- で その 中間に 更に を 挿んで dapal- とすれば 相互 關 係の 意味が 加へ られ る。 こ 

の 奇怪なる 動詞 形 を 見れば ムンダ ！• 語が インド • ァリ ヤン 語の みならす、 ド ラヴ イダ 語と も 著しく 異 るの を 容易に 了 

解し 得る と 思 ふ。 


現在に 於け るム ン ダ ー 語の 分布が 長い間 有力なる 語族に 壓 迫せられ た 結果と すれば、 往古 雪山より ベ ン ガル 湾に 至 

る 東北 部 印度が ム ンダ ー 語の 領域で あつたと 想像しても 無理で はない。 果して 然 らば ム ンダ ー 語 も 亦 インド • ァリャ 

ン人 侵略 以前より 印度に 存在した 言語の 一 つと 考へ 得る。 筆者に 許された 紙數は 旣に盡 きて ゐ るが 次に 上記 三 語族の 

古代に 於け る 交涉に 就き 一 言したい と 思 ふ。 

結 語 

北 $ は を 圍むチ ベ ツト • ビル マ 語族 は 印度の 外周 を 掠む るに 過ぎす、 西北 隅の ブル シ ャ スキ ー 語の 所屬は 全く 不明で 

あり、 イン ダス 河 文明 を擔 つた 言語の 祕鍵は 未だ 與 へられない。 之に 反し 有史 時代の 文化 語た る インド • ァリ ヤン； お 

とド ラヴ ィ ダ 語と は 現在に 至る まで 多彩に して 旺盛なる 活力 を持鑌 して ゐる。 前者 はギ リシ ャ 語 • ラテン； 品等と 起源 

を 同じく して インド •mid  "パ 語族に 屬し、 後者 は獨 立の 語族 を 形成す る こと は旣に 述べた。 又 印度支那 及び 南海 

諸島に 親 緣語を 有する ム ンダ ー 語 は 現在 餘燼を 中部 印度の 一 角に 保ち、 有史 時代の 文化に 於いて は 到底 前 二 語に 比す 

ベく もない が、 嘗 つて は廣く ガン ヂス河 平原 を その 領域と し、 その 根柢の 古き 事前 二者に 優る とも 決して 劣る もので 

ない。 

インド • ァリ ヤン 語 最古の 文獻 リグ .ヴ ェ ー ダ本 集に よれば、 パ ンヂャ ー ブ へ 侵 人した ァリ ヤン 人は黑 色の 先住お 

をダ ー サ 或は ダス ュ (D ゆ sa,  Dasyu) と稱し 之を惡 魔と 同等 視し、 その 絶滅 をァリ ヤン 諸 神の 恩 惠に歸 し、 英雄 神ィ， 
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ン ドラに 粉碎 せられた ダス ュは 「無 鼻」 (an§.s-) と 形容され てゐ る。 恐らく 先住民 は 皮膚の 色の みならす 相貌 を も 異に 

し、 鼻の 扁平なる を特徵 としたの であらう。 尙 同じ 頌句は 之 等の ダス 二 を ml.dhrav き-と 呼んで ゐる。 この 語 を 「不 

明瞭 • 不正なる 言語 を 話す、 pdcppap ヨレ の義に 解す る 學者は インド • ァリ ヤン 語と 異る 先住民の 言語 を 指す もの 

とする が、 リグ • ヴ H 1 ダ本 集の 他の 個所 はか、 る 意味 を 要求せ ざるの みか、 「誹謗す る、 罵詈す る」 の義 を適當 とす 

る こと すら ある。 故に リグ • ヴ H  I ダ本集 は 先住民の 言語に 關 して 明瞭な 記載 を 含まない。 寧ろ 先住民が 宗敎を 異に 

して ァリ ヤン 神 を崇拜 せす、 祭式 を 行 はす、 誹謗の 言辭を 弄した 點が 特に 侵入者の 憤， 怒と 侮蔑と を 買ったら しい。 然 

し 自己より 優秀なる 文化 を 有する 新來 のァリ ヤン 人に 對し、 山塞に 據っ て 頑強に 抵抗した 先住民 は 如何なる 民族で あ 

つた か、 叉 如何なる 言語 を 用 ひて ゐ たかを 斷定 すべき 直接の 證據は 何もない。 

現在の 狀 態より 推して この 黑色低 鼻の 先住民が ド ラヴ ィ ダ語 或は ム ンダ ー 語 を 用 ひて ゐ たと 想像す るの は 自然で あ 

るが、 當時 西北 印度の 言語 は必 しも この 一 一種 のみでな く、 早く 滅亡して 今日に 傳 はらざる 他の 言語の 存在 を 定 する 

餘地は 充分に 殘 されて ゐる。 然し 目下の 問題 はか、 る 未知の 言語の 探索に あらす して、 旣 知の 二言 語が 古代 インド • 

ァリ ヤン 語に 影響の 跡を殘 した か 否か を 知る にある。 

ある 國 語の 領域に 他の 國 語が 移植 せられる 場合、 例へ 在 來の國 語 は 亡びても その 痕跡 を 征服 語の 中に 殘し、 殊に そ 

の發 音に 影響 を與へ る を 常と する (substratum-t}leory)。 勿論 印度に 於いて ド ラヴ イダ 語もム ンダ ！• 語 も 亡びた ので 

はない が、 先住民の 一部 は 早く ァリ ヤン 化し、 征服者と 被 征服者との 間に 混血が 起り、 言語の 轉換が 行 はれた 以上、 

古代 インド • ァリ ヤン 語の 發音 中に 先住民の 發音 特徵の 含まれて ゐる こと は 想像に 難くない。 也の インド • ョ1 卩ツ 


パ語 のみなら す、 古代 イラン 語に も 見出されぬ 特微 として、 インド • ァリ ヤン 語 は その 最古の 時代から 所謂 セ レ ブラ 

ル音 (cerebral) を 有して 普通の 齒昔 (dental) と 15^ 別して ゐる。 セ レブ ラル 昔 は 舌端 を內 方へ そらして 齒槽 部に 觸れ 

て發昔 される。 勿論 あらゆる 齒 音が セ レブ ラル 化した ので はなく、 インド • ァリ ヤン 語の 發音 傾，： 1： に從ひ 特殊の 條件 

の 下に 於いての み 先住民の 發昔 習慣が 潜入した と 見るべき である。 然し 此 種の 昔はド ラヴ ィ ダ 語に もム ンダ丄 にも 

存在す る 故、 して 何れの 影響と 見るべき かは輕 率に 斷定 する を 許さない。 次に リグ. ヴ， - 1 ダ語は 母 韻の 屮 問の セ 

レ ブラ ル ()， を 夫- -  一， Jli (セ レブ ラル 的 1 昔) に變 する の を その 特微 とする が、 後の ヴ ,1 ダ；？ ：i 及び サ ン スクリ ッ 

ト語は 再び 4,  を 示して ゐる。 パ ー リ語 (中古 ィ ンド • ァリ ヤン 語の 一 種) も リグ • ヴ - 1 ダ 語と 同様に J,  Jh を 有 

し、 シ ン ハリ ー ズ語 (セ イロ ン， ：！^ の 近代 インド • ァリ ヤン 語) も J  (At,  til- な， fjLll) を もって ゐる。 起源 を 別と して 1 

昔の みの 存在に 關 して 云 へ ば 西部 印度に 屬 する パ ンヂ ャ ー ブ， 語 . ラ ー ヂ ヤス タ ー 二 ー 語 • グヂ ャ ラ ー テ ィ ドラ 

ヴ イダ 語と 隣接す る マラ ー ティ ー 語 • オリ ャ ー 語 等の 近代 ィ ンド • ァリ ヤン 諸 語に も發 見せられる。 而 して 重要な こ 

とに はこ の 音はド ラヴ ィ ダ 語に は 存在す るが、 ム ン ダ ー 語に は發 見せられぬ。 以上に より セ レ ブラ ル 音の 起闪 として 

はド ラヴ ィ ダ 語の 影響 を 有力 視 せざる を 得す、 又 實際ド ラヴ ィ ダ 起源と 目す ベ き單 一語が セ レ ブラ ル音を その ま 乂 保有 

して ゐる例 も ある。 AtharsA、eda  SP.  stroke  ノ  p.wli  tSJeti  二 le  strikes*:  Tamil,  Kaiiarese,  Telugu  iptt  一 i  *  to 

tap,  strike" の 如き は その 一例で ある。 然し 借用 語の 關 係に 就いて 見れば ド ラヴ イダ 語の 影響 は 「中央 地方」 に 於い 

て强く 認められ、 この 點 では ム ンダ ー 語と 異る 所な きを 注意せ ねばならぬ。 

この 方面の 一 權威 パリの ヂ ュ ー ル. ブロッ ク敎授 の 研究に よれば、 何れの 時代に も ドラ ヴィ ダ 語が 多数の インド • 
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ァリ ヤン 系 單語を 借用して ゐ るに 對し、 古代 ィ ンド • ァリ ヤン 語 中 明かに ド ラヴ イダ 起源と 認められる もの は 比 絞 的 

少ぃ。 若干の 動植物 名、 通俗的 起源に 歸し 得る 若干の 動詞. 形容詞の 外、 頭 髮* 結 髮に關 する 名詞、 少數の 病名、 圑 

扇 等に 過ぎす、 當 初より ァリ ヤン 文化の 優越して ゐ たこと を 示す ものである。 然し サ ン ス タリ ツ ト 語に 於いて 技藝の 

總稱 となった kal や (古典時代に は 六十 四 種を數 へる) の 語源が Tamil,  Kanarese  kal-,  Tehigu,  G5ndi  kar-  Ho  leam - 

に歸 せられる の は 注目に 値する。 ド ラヴ ィ ダ 起源の 借用 語 中 リグ • ヴ 1 ダ 時代に 溯り 得る 例と して は 祭式 用の 「臼」 

uMkhala-  (cf.  Tamil  ulakkei  *  pestle"  ！  -to  grind,  to  thrash* を 意味す る 語根 から^ら，^ 丄 て ものら しヽし の >\ij、 

之と 一 對を なす 「件」 の 名 は 矢張り ド ラヴ イダ 起源と される がァ タル ヴァ • ヴ ュ ー ダ本 集に 始めて 現 はれて ゐる。 卽 

ち musala- 《 pestle  ：  Kanarese  mase,  masagu  *to  rub,  to  grind  \ 兩 語が 後接辭 -ala を 共通に して その 通 谷 性 を 

發 揮して ゐる點 も 特に 注意すべき である。 最後に 水 を 意味す る nil.a- も 明かに ド ラヴ イダ 起源 (cf.  Tamil,  wanalese 

niru,  T?elugu  niJJU) と 思 はれる が 河 名 sad§-nir め (「常に 水を湛 ふる 河」 Q 義) は 旣にシ ャ タパ タ • ブラ ー フ マ ナに 見え 

てゐ る。 婆羅門 文化の 東進 を 暗示す る 興味 ある 說 話中に この 河 名 を 擧げ、 夏尙 冷水 を湛 へる と 謂 ひ、 且つ 之をヴ イデ 

1 ハ (videha) とコ ー サラ (Kosala) との 境界と し、 往時 その 東方 は 未開で 婆羅門の 住居に 適しなかった が、 今 は 普 

く 文化に 浴して 多數の 婆羅門 ありと 述べて ゐる。 これが 果して 現今の 如何なる 河に 當 るか 明瞭で ない が、 地理 的關係 

を 考量して 恐らく ガン ダ " ク川 (Galldak 古名 Ga づず ki) であらう とされて ゐる。 一 時 婆羅門 文化の 東 境 を 劃した と 

云 ふ 河の 名に ドラ ヴィ ダ 起源の 單 語を殘 し、 且つ 後に 說く 如く コ 1 'サラ なる 地名が ム ンダ ー 起源 を 想 はしめ る こと を 

へ れば、 太古に 於け る 北部 印度の 複雑なる 言語 耿 態の 一 斑 を 想像す るに 難くない。 


ム ンダ ー 語の 影響に 關 する 研究 も 近時 大に 進歩し、 殊に プ、 チ ュ ルス キ ー 敎授は サン スクリ ッ ト語 中に 存 する ム ンダ 

1;^|川起源の單語を指摘して重耍なる：ー只獻をなした" 植物に 關 して は バナナ (Sanskrit  kadali-)  • ベ テル (tfunbBa-)  • 

綿 (karpilsa-  cf.  Greek  x さ n§3 を 含み、 器具に 關 して は 牮 (lA-ligula..)  • 箭 (bllna-) が擧 げられ てゐ る。 この 最 

後の； おは 唯 一 囘 ながら 旣に リグ • ヴ 1 ダ本 築に 見えて 居り、 從來の 矢 (i6u-) と異 り.、 竹 を もって 製す る こと をム ン 

ダ ー 人より 學ん だものと 考 へられる。 同 敎授は 更に 進んで 印度の 古傳說 中に ムンダ ー 系の 影響 を 尋ね、 又 ムンダ ー 語 

中 最もよ く 知られて ゐるサ ンタ ー リ ー 語の 計算 法 並に 數詞 (gan ず： =4, l£l.i=4x5=20,  f  or  Pan=4x20=80) が 

その ま \ ベンガル 語に も 認められ、 サンスクリット 語へ 入って は ga タ cjaka-,  2  p. なる 單語 として 殘 つて ゐる こと 

を彭 へた。 (s^ に J-  Pizymsld:  numeration  vigesimale  dans  llnde.  KoczniJc  crjentalistyczny  rv^. 19 に 6,  S3. 

230—237 參 照。) 他方に 於いて シルヴ アン. レヴィ 敎授は 該博なる 蕴蓄を 傾けた 論文 (Pr6-Aryan  et  Pr6  Dravidin-n 

{5ans  Iwlncle.  Journal  Asiatiq^ue  C〇III. 19 に 3,  pp. 1- ひ 7) に 於て Kcsala  ：  Tosala,  Anga  ：  Vanga,  walinga  : IVilinga, 

Utkala  : IMekala,  Pulinda  :  W^KP^P 等の 如く サ ン スクリ ツ ト語 文獻に 一 對を なして 擧 げられ 而も 語頭の 子 昔を異 

にす る 古代 印度の 地名に 就き 論證 し、 これ をム ンダ. '語に 普通なる 前 接 辭の交 迭に歸 した" 之 等の 地名 はカシ ュ ミ ー 

ルの東 境より 印度 半島の 中央に 亙り、 コ ー サラは 前述した 通り 旣に シャ タパ タ • ブラ ー フ マナに 現 はれ、 プ リンダ は 

アイ タレ ーャ • ブラ ー フ マナに 見えて ゐる。 この 書はプ リンダ 人と 共に 未開なる 民族と して シャ バラ (sabara) を擧 

げてゐ るが、 これ ブト レミ ー の み yooz, プリ 二 ー の Suari と 同一なる ベく、 この 名 は 現代に も傳 り、 ムンダ ー 語 

結語  五 九 
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の 一種に サヴァ ラ 語の ある こと は旣に 述べた 所で ある。 アン ガは 更に 古く ァ タル ヴァ • ヴ-- 1 ダに 見えて ゐ るが、 

Ang.a  ：  Vanga の 如き 交迭 を、 ム ン ダ ー 語の 性質に よく 合致して 分解し 得る Ko-sala  ：  To-sala,  Pu-linda  ：  Ku-linda 

と 同様に 論じ 得る や 否や は 頗る 疑問と されて ゐる。 尙 固有名詞の 研究に 關 して は J.  PrzylusH  ：  up  ancien  peuple 

{Ju  Pen  jab  : ILes  XJdumTbaras.  Journal  Asiatique  CCVIII.  1926,  jpi>. 1— ひ 9  ；  Hi づ polioura  et  S ゆ takarni.  Joiiinal 

of  the  Koyal  xlsiatic  Society  1929,  pp.  273-279 參照。 尙 この 方面の 重要な 論文 は 概ね 印度の バグ チ 博士に より、 

英譯 せられ、 自身の 研究と 共に 一書に 牧 めて 刊行され てゐる (參^ 書の 項參 照)。， 

以上に より ドラ ヴ イダ 語 もム ンダ ー 語 も 共に 古代 インド • ァリ ヤン 語に 影響した こと を 知り、 特に その 接 觸の跡 は 

リグ • ヴ I ダ 以後の ヴ ュ ー ダ語 及び サ ンスク リツ ト 語に 窺 はれる。 しかし リグ • ヴ 1 ダ 語の 昔 組織に 特色 を與へ 

て ゐるセ レブ ラル 音 (1 を 含む) の 起源に 關 して は 寧ろ ドラ ヴィ ダ 語の 影響 を 想 はせ る。 假 りに ム ンダ -I 語を以 つて 

最古と し、 次いで ド ラヴ イダ 語の 侵入、 最後に インド • ァリ ヤン 語の 侵入 を 想像 すれば、 ァリ ヤン 人の 侵略 以前 ドラ 

ヴ イダ 語はム ンダ ー 語を壓 迫して イン. ダス 河流 域より 南方 デカンの 地へ 延び、 ム ンダ ー 語 は 主として ヒ マラ ャ 山麓よ 

り ガン ヂス 河流 域に 擴り、 次いで 兩語は 新來の インド • ァリ ヤン 語の 爲に 南方 及び 東方へ 驅逐 され、 ド ラヴ イダ 語 は 

遂に デカン 地方 を本據 として 發 達し、 特色 ある ドラ ヴィ ダ 文明に 伴って 文化 語と なった に 反し、 ム ンダ ー 語 は 次第に 

凋落の 路を迪 り、 チ 3 1 タ ナグプ ー ルの 地に 雌伏す るに 至った と考へ る。 かくの 如き は 全く 想像で 實 際に は 當 時の 言 

語 狀態を 示す 何等の 資料な く、 且つ イン ダス 河 文字が 充分に 解讀 せられ その 言語 系統が 閬明 する 時、 印度の 言語 史は 

幾多の 點に 於いて 改訂 せらるべき は 勿論で、 吾人 は その 時の 一 日 も 速な らんこと を 切に 祈って 擱筆 する。 
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